
まちづくり×地域脱炭素
～未来につながる暮らしのために～           4  
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集

■お知らせ
■市政トピックス
■ 2 月 8 日（日）は山口県知事選挙の投票日
■ 21 地域リレーコラム
■イベントカレンダー
■ 2 月の休日当番医
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2市報やまぐち　2026年（令和8年）1月合併号

山口市長　伊藤 和貴山口市長　伊藤 和貴

　清々しい新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。　　清々しい新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。　
　昨年は、新市誕生から 20 年の節目となる中で、人口減少局面に備えた市内　昨年は、新市誕生から 20 年の節目となる中で、人口減少局面に備えた市内
21 の地域づくりや山口・小郡両都市核づくりをはじめとした、一連のまちづ21 の地域づくりや山口・小郡両都市核づくりをはじめとした、一連のまちづ
くりにおける社会基盤整備が概ね仕上がる年となりました。くりにおける社会基盤整備が概ね仕上がる年となりました。
　このような中、迎える本年は、私の 2 期目の実質的なスタートの年でありま　このような中、迎える本年は、私の 2 期目の実質的なスタートの年でありま
すことから、こうした取り組みと同時に、3 つの視点を踏まえた「新たなまちすことから、こうした取り組みと同時に、3 つの視点を踏まえた「新たなまち
づくりモード」をスタートさせてまいります。づくりモード」をスタートさせてまいります。
　1 点目は、都市全体の「元気度を上げる」ことです。　1 点目は、都市全体の「元気度を上げる」ことです。
　これは、一定程度の人口減少が避けられない中にあっても、市民一人一人、　これは、一定程度の人口減少が避けられない中にあっても、市民一人一人、
地域、そして事業者の皆様の、それぞれの活動量や活動の質が上がるような取地域、そして事業者の皆様の、それぞれの活動量や活動の質が上がるような取
り組みを進めることで、地域の活力や経済活力を向上させ、トータルとしてまり組みを進めることで、地域の活力や経済活力を向上させ、トータルとしてま
ちの活力を保っていくという方向性です。ちの活力を保っていくという方向性です。
　2 点目は、「選ばれるまち」になるという視点です。　2 点目は、「選ばれるまち」になるという視点です。
　これは、本市が持つ、他の都市や地域と異なるユニークさを伸ばし、個性や　これは、本市が持つ、他の都市や地域と異なるユニークさを伸ばし、個性や
特長を際立たせながら、地域資源や都市の魅力を更に引き出していくことで、特長を際立たせながら、地域資源や都市の魅力を更に引き出していくことで、
選ばれるまちにしていくという方向性です。選ばれるまちにしていくという方向性です。
　10 月の山口デスティネーションキャンペーンでは、歴史文化をはじめとし　10 月の山口デスティネーションキャンペーンでは、歴史文化をはじめとし
た本市固有の魅力を発信し、関係者の皆様とともに、盛り上げてまいります。た本市固有の魅力を発信し、関係者の皆様とともに、盛り上げてまいります。
　3 点目は、「まちをスマートに」という視点です。　3 点目は、「まちをスマートに」という視点です。
　これは、デジタル技術なども柔軟に活用し、市民が暮らしやすく、持続可能　これは、デジタル技術なども柔軟に活用し、市民が暮らしやすく、持続可能
なまちづくりを進めていくという方向性です。なまちづくりを進めていくという方向性です。
　本年が皆様にとりまして、幸多い年となりますことを祈念いたしまして、新　本年が皆様にとりまして、幸多い年となりますことを祈念いたしまして、新
年の御挨拶といたします。年の御挨拶といたします。
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謹
賀

　

新
年
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　令和 8 年の年頭にあたり、市議会を代表いたしまして謹んで新春のお喜　令和 8 年の年頭にあたり、市議会を代表いたしまして謹んで新春のお喜
びを申し上げます。びを申し上げます。
　昨年を振り返りますと、5 月には新本庁舎が供用開始となり、市議会も　昨年を振り返りますと、5 月には新本庁舎が供用開始となり、市議会も
新たな議場での定例会を緊張感とともに迎えました。新たな議場での定例会を緊張感とともに迎えました。
　また、9 月にはホノルル市と友好都市提携を結び、さらに、10 月には新　また、9 月にはホノルル市と友好都市提携を結び、さらに、10 月には新
市誕生 20 周年を記念した事業の一環として、『地球の歩き方 山口市』が発市誕生 20 周年を記念した事業の一環として、『地球の歩き方 山口市』が発
刊されるなど、本市への注目が一層高まり、本市の魅力を市内外に発信す刊されるなど、本市への注目が一層高まり、本市の魅力を市内外に発信す
る機会となった一年でございました。る機会となった一年でございました。
　一方で、物価高騰や人口減少、多様化する価値観など、社会環境は大き　一方で、物価高騰や人口減少、多様化する価値観など、社会環境は大き
く変化を続けております。本市におきましても、都市も農山村もともに元く変化を続けております。本市におきましても、都市も農山村もともに元
気なまちづくりを進める中で、こうした変化に迅速に対応していくことが気なまちづくりを進める中で、こうした変化に迅速に対応していくことが
求められております。求められております。
　そのためには、これまで取り組んでまいりました社会基盤の充実を土台　そのためには、これまで取り組んでまいりました社会基盤の充実を土台
として、誰もが安心して暮らし続けられる地域づくりを進めていくことが、として、誰もが安心して暮らし続けられる地域づくりを進めていくことが、
今後の持続可能なまちの発展にとって重要であると考えております。今後の持続可能なまちの発展にとって重要であると考えております。
　市議会といたしましても、市民の皆様のお声に真摯に耳を傾け、地域の　市議会といたしましても、市民の皆様のお声に真摯に耳を傾け、地域の
特性を生かした地域づくりや、子どもたちの未来を見据えた政策提言を行っ特性を生かした地域づくりや、子どもたちの未来を見据えた政策提言を行っ
てまいります。そして、さらに開かれた議会を目指し、より透明性の高いてまいります。そして、さらに開かれた議会を目指し、より透明性の高い
議会運営に努めてまいりますので、引き続き、御支援を賜りますようお願議会運営に努めてまいりますので、引き続き、御支援を賜りますようお願
い申し上げます。い申し上げます。
　結びに、新しい年が市民の皆様にとりまして、健やかで希望に満ちた一　結びに、新しい年が市民の皆様にとりまして、健やかで希望に満ちた一
年となりますことを心から御祈念申し上げまして、新年の御挨拶といたし年となりますことを心から御祈念申し上げまして、新年の御挨拶といたし
ます。ます。
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山口市議会議長　山口市議会議長　
入江 幸江入江 幸江

国宝瑠璃光寺五重塔と日の出
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～
未
来
に
つ
な
が
る
暮
ら
し
の
た
め
に
～

ま
ち
づ
く
り
×
地
域
脱
炭
素

　
国
が
２
０
５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
中
で
、

本
市
に
お
い
て
も
、
令
和
3
年
12
月
に
「
山
口
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
い
、

令
和
4
年
11
月
に
は
、
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
等
に
お
い
て
地
域
脱
炭
素
を
推
進
す
る
本
市
の

取
り
組
み
が
、
環
境
省
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
本
市
に
お
け
る
地
域
脱

炭
素
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

環
境
政
策
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
８
８

問問

　
令
和
6
年
に
、
本
市
や
地
元
企
業
、
金

　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
ほ
か
、
電
気
自
動
車

や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
公
用
車
を

土
日
・
休
日
に
一
般
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
を
、
市
役
所
本
庁
舎
や
白
石

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
山
口
中
央
郵
便
局
駐

車
場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
公
用
車
の
有
効

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、「
必
要
に
応
じ
て

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
活
用
す
る
」
と
い
う

新
し
い
暮
ら
し
方
に
よ
り
、
車
の
所
有
コ
ス

ト
を
抑
え
、
若
者
や
子
育
て
世
代
等
の
ま
ち

な
か
居
住
を
促
進
し
ま
す
。

　
市
公
共
施
設
に
太

陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
災

害
等
に
よ
る
停
電
時

で
も
太
陽
光
発
電
に

よ
る
電
気
が
利
用
可

能
に
な
り
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
強

化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

脱
炭
素
先
行
地

域
の
取
り
組
み
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
に

湯
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
や
湯
田
温
泉
こ

ん
こ
ん
パ
ー
ク
、
市

役
所
本
庁
舎
に
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置

し
て
お
り
、
現
在
、

白
石
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
屋
上
へ
の
設
置

に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
地
域
特
性
に
応
じ
た
先
行
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
脱
炭

素
と
地
域
課
題
の
解
決
、
住
民
の
暮
ら
し

の
質
の
向
上
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
を

目
指
す
地
域
で
、
環
境
省
が
選
定
す
る

も
の
で
す
。「
地
域
脱
炭
素
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
目
指
す
」
と
い
う
本
市
提

案
の
先
進
性
や
独
創
性
が
評
価

さ
れ
て
、
県
内
初
の
脱
炭
素

先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
市
で
は
脱
炭
素
先

行
地
域
に
対
す
る
補
助
金

制
度
を
活
用
し
て
、
下
記
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

電力の地産地消

03地 産 エ ネ ル ギ ー
×

地 域 脱 炭 素

脱
炭
素
先
行
地
域
と
は
？

シェアリングという選択
　  （共有）

移 動 手 段
×

地 域 脱 炭 素
02

特集

もしもの時の対策

01 防 災 機 能
×

地 域 脱 炭 素
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市
役
所
本
庁
舎
と
湯
田
温
泉
こ
ん
こ

ん
パ
ー
ク
で
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

ほ
か
に
も
、
脱
炭
素
化
に
つ
な
が
る
設

備
や
機
能
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
少
な
い
、

環
境
に
配
慮
し
た
建
物
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
施
設
の
維
持
管
理
費
用
と
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
減
ら

し
て
い
き
ま
す
。
詳
細
は
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

　
今
後
も
、
本
市
と
と
も
に
地
域
脱
炭

素
を
推
進
す
る
重
要
な
担
い
手
で
あ
る

「
山
口
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会

社
」
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
更
な
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

今
年
度
に
環
境
省
か
ら
採
択
さ
れ
た
、

水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
モ
デ
ル
の
構

築
・
実
証
事
業
に
、
山
口
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
や
山
口
県
、
ま
た
、
本
市
の

誘
致
企
業
で
あ
る
株
式
会
社
Ｎ
Ｆ
デ
バ

イ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
と
と
も
に
、
本

市
も
協
力
自
治
体
の
１
つ
と
し
て
参
画

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
５
年
間
の
実
証

期
間
に
お
い
て
、
関
係
団
体
と
と
も
に

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
に
向
け
た

課
題
等
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
地
域
脱
炭
素
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
そ

の
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
の
手
段
の
１
つ
で
す
。
1
0
0
0
㎢

を
超
え
る
広
大
な
市
域
を
有
す
る
本
市

に
お
い
て
、
各
地
域
が
有
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
特
性
に
応
じ
た
地
域
脱
炭
素
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
課
題

の
解
決
や
住
民
の
暮
ら
し
の
質
の
向
上

を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
、「
ず
っ
と
元
気
な
山
口
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

維持管理費用の縮減

04 公 共 施 設
×

地 域 脱 炭 素

活気あるまちづくり

中 心 商 店 街
×

地 域 脱 炭 素
05

地
域
脱
炭
素
で
挑
む

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

融
機
関
、
商
工
団
体
な
ど
６
者
の
共
同
出

資
に
よ
り
、
地
域
新
電
力
会
社
「
山
口
グ

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
市
清
掃
工
場
の
廃
棄
物
発
電

や
太
陽
光
発
電
で
つ
く
ら
れ
た
電
力
を
、

市
役
所
本
庁
舎
な
ど
50
の
市
公
共
施
設

に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
中
心
市
街
地
の
店
舗
や
一
般

家
庭
等
に
対
す
る
電
力
供
給
を
予
定
し

て
お
り
、
地
域
で
生
み
出
さ
れ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
を
地
域
で
活
用
す

る
こ
と
で
、
電
力
の
地
産
地
消
や
地
域
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

中
心
商
店
街
へ
の
新
規
出
店
支
援
や
、

既
存
店
舗
の
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
て
、

店
舗
や
事
業
所
等
に
お
け
る
省
C
O
２
設

備
（
空
調
、
照
明
、
換
気
設
備
、
給
湯
器
）

の
導
入
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
電
力

消
費
量
削
減
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
環

境
に
や
さ
し
い
商
店
街
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
を
図
り
、
来
街
者
の
増
加
等
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

省ＣＯ２設備を導入した事業者の声

花にも環境にも優しい新店舗
　商店街に移転し、新たなスタート
を切るにあたり、既存店舗の設備の
更新や改修が必要でしたが、市の補
助金制度を活用することで、高効率
空調設備や調光型 LED を導入するこ
とができました。
　店舗のお花も自然に近い快適な状
態で管理でき、「花にも環境にも優し
い店舗」としてオープンできました。

ひとはな
（生花店）
桝永 一郎 さん

笑顔あふれる快適な食空間を提供
　現在の場所でお店を始めて、15 年
目を迎え、店舗の空調設備の更新が課
題となる中、中心市街地の活性化に取
り組まれている株式会社街づくり山口
から、市の補助金制度のことを教えて
もらいました。
　新たな高効率空調設備を導入するこ
とで、お客様にはより快適にお食事を
楽しんでいただけています。

和菜遊彩　叶
（飲食店）
大工 広道 さん

山口市脱炭素ポータルサイトでは
他にも事業者の声を掲載しています。▶▶▶ 

5 市報やまぐち　2026 年（令和 8 年）1 月合併号
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お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

暮
ら
し

国民年金の保険料は、最大で 2 年分を、まとめて前納
することができます。前納すると、保険料が割り引き
される上、毎月保険料を納付する手間が省け、保険料
の納め忘れの心配もありません。また、口座振替で前
納されるとさらにお得です。
口座振替またはクレジットカード納付で、4 月からの 2 年前納を希
望される場合は、2 月末までにお申し込みください。４月からの 2
年前納以外の前納の申し込み等については、お問い合わせください。
【口座振替納付の申し込み】
■持参品　基礎年金番号が分かるもの、金融機関への届出印、口座

番号が分かるもの
■４月からの２年前納の引落日　４月末（非営業日の場合は翌月の

第一営業日）
【クレジットカード納付の申し込み】
■持参品　基礎年金番号が分かるもの、クレジットカード（カー

ド名義人の署名が必要）
■４月からの２年前納の立替納付日　４月末（非営業日の場合は翌月

の第一営業日）
【令和 7 年度に前納した場合の割引額 （参考）】

国民年金の前納制度

納付方法
割引額

半年前納 1 年前納 2 年前納

口座振替納付 1,190 円 4,400 円 17,010 円
クレジット納付 　850 円 3,730 円 15,670 円現金納付

※令和８年度の割引額は、3 月以降にお問い合わせください。

　　　保険年金課 ☎ 083-934-2801、各総合支所総合サービス課
山口年金事務所☎ 083-922-5660（音声ガイダンス②→②）問問申申

▼ 

本
庁
舎
・
山
口
（
〒
７
５
３

８
６
５
０ 

亀
山
町
２

１
）
☎
０
８
３

９
２
２

４
１
１
１　
▼ 

阿
知
須
（
〒
７
５
４

１
２
９
２ 

阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６

６
５

４
１
１
１

▼ 
小
郡
（
〒
７
５
４

８
５
１
１ 

小
郡
下
郷
６
０
９

１
）
☎
０
８
３

９
７
３

２
４
１
１　
　
▼ 

徳
地
（
〒
７
４
７

０
２
９
２ 

徳
地
堀
１
５
６
１

１
）
☎
０
８
３
５

５
２

１
１
１
１　

▼ 
秋
穂
（
〒
７
５
４

１
１
９
２ 

秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３

９
８
４

２
１
２
１　
　
　
　
▼ 

阿
東
（
〒
７
５
９

１
５
１
２ 

阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７

２
）
☎
０
８
３

９
５
６

０
１
１
１

本庁舎 ・
総合支所

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

　

４
月
26
日
（
日
）
執
行
の

山
口
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
立
候
補
予
定
者
を
対
象

に
、
立
候
補
届
お
よ
び
選
挙

公
営
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
事
前

説
明
を
行
い
ま
す
。
立
候
補
届
出
書
な

ど
の
必
要
書
類
を
配
付
し
ま
す
の
で
、

関
係
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
上
、
１
候
補
者
に
つ
き

２
人
ま
で
の
参
加
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
▼
日
時 

２
月
10
日
（
火
）
14
時
～

16
時 

▼
場
所 

市
役
所
本
庁
舎
（
山
口
総

合
支
所
）
５
階
会
議
室
５
０
３
、５
０
４ 

問問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
７
７

市
役
所
本
庁
舎
の
周
辺
道
路
が

通
行
止
め
に
な
り
ま
す

　

市
役
所
周
辺
の
道
路
工
事
の
た
め
、

期
間
中
は
下
図
の
と
お
り
車
両
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。
▼
日
時 

２
月
２
日
（
月
）～

３
月
13
日
（
金
）（
予
定
） 

▼
場
所 

市
役

所
本
庁
舎
（
山
口
総
合
支
所
）
南
側
市

道
（
中
央
二
丁
目
湯
田
温
泉
四
丁
目
線
）

※
歩
行
者
の
通
行
は
可
能
で
す
。
※
２
月

２
日
（
月
）
か
ら
20
日
（
金
）（
予
定
）
は
、

夜
間
の
車
両
通
行
は
可
能
で
す
。
※
工

事
期
間
は
予
定
で
す
の
で
、
変
更
が
生

じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
市
役
所
本

庁
舎
（
山
口
総
合
支
所
）
の
駐
車
場
は

混
み
合
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
旧
市
役

所
前
庭
駐
車
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
問問 

都
市
整
備
課
市
街

地
整
備
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
９
３
５

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
受
付

　
確
定
申
告
に
合
わ
せ
、
各
総
合
支
所
や

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
市
民
税
・

県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
会
場

ご
と
に
受
付
日
や
受
付
時
間
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
日
程
や
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細

は
、市
報
1
月
合
併
号
と
同
時
配
布
の「
市

民
税
・
県
民
税
申
告
受
付
に
つ
い
て
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
問問 

市
民
税
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
３
５

山
口
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
確
定
申
告
特
集
サ
イ
ト
】
確
定
申
告
書

の
作
成
や
税
務
相
談
等
は
、
国
税
庁
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
確
定
申
告
特
集
サ
イ
ト
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。【
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連

携
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
申
告
に
必
要
な
給
与
等
の
源
泉
徴

収
票
や
各
種
控
除
証
明
書
等
の
デ
ー
タ

を
一
括
取
得
し
、
確
定
申
告
書
の
該
当

項
目
へ
自
動
入
力
で
き
ま
す
。
詳
細
は
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

■ 指定期間　

①令和 8 年 4 月 1 日～令和 10 年 3 月 31 日 （2 年間）

②令和 8 年 4 月 1 日～令和 11 年 3 月 31 日 （3 年間）

③令和 8 年 4 月 1 日～令和 12 年 3 月 31 日 （4 年間）

④令和 8 年 4 月 1 日～令和 13 年 3 月 31 日 （5 年間）

令和 8 年 4 月からの各施設の指定管理者を指定しました 行政経営課 ☎ 083-934-2909問

スポーツ交流課 ☎ 083-934-2875
やまぐちリフレッシュパーク 株式会社多々良造園 ④
協働推進課 ☎ 083-934-2965
宮野地域交流ステーション 宮野自治連合会 ④
ふるさと産業振興課 ☎ 083-934-2809

働く婦人の家 一般財団法人
山口県婦人教育文化会館 ④

社会教育課 ☎ 083-934-2865
山口南総合センター 株式会社三宅商事

④
山口ふれあい館 株式会社さんびる
秋穂総合支所地域振興課 ☎ 083-984-8021
道の駅あいお 秋穂産業振興協会 ①
阿知須総合支所地域振興課 ☎ 0836-65-4112
道の駅「きらら あじす」 阿知須まち開発株式会社 ④
阿東農林振興事務所 ☎ 083-956-0984
阿東総合交流ターミナル 一般社団法人ふるさと振興公社 ④
高齢福祉課 ☎ 083-934-2793

老人福祉館 社会福祉法人
山口市社会福祉協議会

④

老人憩の家 嘉泉荘
株式会社三宅商事

老人憩の家 潮寿荘
小鯖高齢者生きがいセンター 小鯖地区社会福祉協議会
大内高齢者生きがいセンター 大内地区社会福祉協議会

宮野高齢者生きがいセンター 宮野地区高齢者生きがいセンター
運営委員会

吉敷高齢者生きがいセンター 吉敷地区社会福祉協議会

平川高齢者生きがいセンター 平川高齢者生きがいセンター
運営委員会

陶高齢者生きがいセンター 陶いきがいセンター運営委員会
鋳銭司高齢者生きがいセンター 鋳銭司地区社会福祉協議会

名田島高齢者生きがいセンター 名田島地区社会福祉協議会

④

秋穂二島高齢者生きがいセンター 秋穂二島地区社会福祉協議会

嘉川高齢者生きがいセンター 嘉川高齢者生きがいセンター
運営委員会

佐山高齢者生きがいセンター 佐山地区社会福祉協議会　　　
小郡高齢者生きがいセンター

小郡高齢者生きがいセンター
運営委員会小郡高齢者生きがいセンター

さるびあ館

串地区老人作業所 串地区老人作業所「ゆめ工房」
運営委員会

こども未来課 ☎ 083-934-2756

山口児童館 社会福祉法人
山口市社会福祉協議会 ④

なかよし学級 白石地区放課後児童クラブ
運営協議会 ②

やまびこ学級 やまびこ学級運営協議会

くすのき学級 仁保地区放課後児童クラブ
運営協議会 ④

しょうだ学級 しょうだ学級運営委員会
うえき学級

大内地区社会福祉協議会
①

みなみ学級 ③
すずみ学級

すずみ学級運営協議会

④
すずみ第２学級
もみじ学級

吉敷地区放課後児童クラブ
もみじ学級運営協議会もみじ第２学級

もみじ第３学級
ひめやま学級 ひめやま学級運営協議会

③
さわやか学級 大歳地区放課後児童クラブ

運営協議会

わくわく学級 鋳銭司留守家庭児童学級
運営協議会

④たんぽぽ学級 二島留守家庭児童学級
運営委員会　

はばたき学級 特定非営利活動法人
あい・ねっと佐山

はちのこ学級
社会福祉法人向学会 ②

はちのこ第２学級

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。【
手

続
き
の
案
内

・
様
式
】
国
税
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
左
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
）
で
は
、
各
種

要
請
の
方
法
や
手
続
き
の
ほ
か
、

申
告
書
な
ど
の
様
式
に
つ
い
て

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
問問 

山
口
税

務
署
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
１
３
４
０ 

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
番
号
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作

成
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎

０
５
７
０
‐
０
１
‐
５
９
０
１

令
和
７
年
分
保
険
料

納
付
額
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す

　
昨
年
に
納
付
さ
れ
た
「
介
護
保
険
料
」、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
の
納
付
額

証
明
書
を
１
月
23
日
（
金
）
に
発
送
し

ま
す
。
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
※
配
達
に
１
週

間
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※

「
国
民
健
康
保
険
料
」
の
納
付
額
証
明
書

は
、
昨
年
10
月
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

９
月
２
日
以
降
に
加
入
届
を
提
出
さ
れ

た
世
帯
に
は
、
証
明
書
を
郵
送
し
て
い

ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
問問 

収
納
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
７
３
９

介
護
保
険
利
用
者
の
医
療
費
控
除

　

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
市
・
県

民
税
申
告
で
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。【
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
医
療
費
控
除
】
介
護
保
険
サ
ー
ビ
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詳細は右の二次元コード参
照。

狂犬病予防法 に関する
手続き負担が緩和されます

問問 環境衛生課 ☎ 083-934-2690

ス
利
用
の
自
己
負
担
額
が
、
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
払
額
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

の
保
険
で
補
填
さ
れ
る
金
額
を
差
し
引

い
た
金
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
▼
控

除
を
受
け
る
た
め
に
ご
準
備
い
た
だ
く
も

の
…
申
告
用
に
作
成
さ
れ
た
医
療
費
控

除
の
明
細
書
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

領
収
書
等
に
記
載
さ
れ
た
医
療
費
控
除

対
象
額
を
集
計
し
た
も
の
）【
お
む
つ
代

の
医
療
費
控
除
】
医
師
の
診
断
や
介
護
保

険
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
に
よ
り
、

お
む
つ
を
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に

は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
控
除
を
受
け
る
た
め
に
ご
準
備
い
た
だ

く
も
の
…
申
告
用
に
作
成
さ
れ
た
医
療

費
控
除
の
明
細
書
（
お
む
つ
代
の
金
額

を
集
計
し
た
も
の
）、
医
師
が
発
行
す
る

証
明
書
（
お
む
つ
使
用
証
明
書
）
ま
た

は
市
が
発
行
す
る
確
認
書
類
（
※
要
支

援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

み
） 

問問 

介
護
保
険
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
９
５
、
小
郡
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
介
護
保
険
課
、
各
総
合
支

所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
（
秋
穂
・
阿
知
須
・

徳
地
・
阿
東
）
※
医
療
費
控
除
に
つ
い

て
は
、
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
‐
０
０
‐
５
９
０
１
（
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
番
号
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。）、
市
民
税
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
３
５

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金

▼
支
給
対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
ご
遺
族
で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
に

お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料・

特
例
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等

を
受
け
る
方
（
戦
没
者
の
妻
等
）
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
優
先

順
位
の
ご
遺
族
お
１
人
に
支
給
。
①
令

和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方
、
②
戦
没
者
等
の

子
、
③
戦
没
者
等
の
父
母
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹 

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、

生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
④
右
記
①
～

③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親

族
（
甥
、
姪
等
）
※
戦
没
者
等
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。
▼

支
給
内
容　

額
面
27
万
５
千
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債 

▼
請
求
期
間　

令
和
10
年

３
月
31
日
ま
で 

申申 

地
域
福
祉
課
、
各
総

合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
大
殿
・
白
石
・
湯
田
・

小
郡
・
秋
穂
・
阿
知
須
・
徳
地
・
阿
東

を
除
く
）
お
よ
び
分
館 

問問 

地
域
福
祉
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
０

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊

急
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す

る
た
め
、
市
内
で
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の

試
験
を
行
い
ま
す
。
▼
日
時 

２
月
６
日

（
金
）
11
時
ご
ろ 

▼
伝
達
方
法　

①
防
災

行
政
無
線
…
電
子
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
「
３
秒

吹
鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」、「
音
声
放

送
」、
②
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
山
口
・

小
郡・秋
穂・阿
知
須
地
域
）
…
モ
ー
タ
ー

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
「
３
秒
吹
鳴
後
２
秒
休

み
×
４
回
」、
③
山
口
市
防
災
メ
ー
ル
、

山
口
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）、

山
口
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
掲
載 

問問 

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
３

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　

平
成
７
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
毎
年
１
月
17

日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、

１
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
が
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
災
害
時
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主
的
な
防

災
活
動
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
日
ご
ろ
の
災
害
へ
の
備
え
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の

運
用
開
始

　

岩
手
県
大
船
渡
市
で
発
生
し
た
林
野

火
災
を
受
け
、令
和
８
年
１
月
１
日
（
木・

祝
）
か
ら
、
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
し
、
林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の

新
規
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
気
象
状
況
に
よ
る
林
野
火
災
の
予

防
を
目
的
に
、
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱
い

が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
す
。
注

意
報
・
警
報
の
発
令
基
準
等
の

詳
細
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

　令和８年４月１日から
「狂犬病予防法の特例制度」
に、本市も参加します。
　この特例制度は、犬にマイクロチッ
プを装着し、環境省の指定登録機関
に登録することで、市窓口での犬の
登録申請を省略できるものです。
　すでにマイクロチップが装着され
た犬の飼い主の方で、令和８年４月
１日以降に登録情報に変更が生じた
際は、市窓口での手続きが不要にな
ります（ご自身で登録情報の更新が
必要です）。
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新入学学用品費を入学前に支給します

▶受付期間　1 月 26 日（月）～ 2 月 16 日（月）
▶主な要件 （いずれかに該当する方）

ａ 児童扶養手当を受給中の方
ｂ 世帯の被保険者全員の国民年金保険料が全額免除され

ている方
ｃ 生活保護が、最近停止・廃止になった方
ｄ ａ～ｃ以外の方で、収入要件による認定基準を満たす方（基準は、世

帯構成員の人数・年齢により異なります。）
▶申請方法　
〇電子申請（右の二次元コードから）
※ａに該当する方、または、ｄに該当し、令和 7 年 1 月 1

日時点で市内にお住まいの方に限ります。
〇窓口での申請（土日、祝日を除く）
※学校教育課、各総合支所（市役所本庁舎（山口総合支所）を除く）の

総合サービス課で受け付け

必ず必要なもの 申請者名義の振込先金融機関の口座番号が分かるもの

要件により、右の
いずれかの書類

児童扶養手当証書等、要件を証明する書類／令和 7 年
１月１日時点で他市にお住まいだった方は、世帯全員
の令和 6 年中の収入が確認できる書類（所得証明書等）

学校教育課 ☎ 083-934-2862
令和 8 年度小・中学校入学者に対して、就学援助費のうち新入学学用品
費を入学前に支給します。 問問

参
照
。
問問 

消
防
本
部
予
防
課
☎
０
８
３

‐
９
３
２
‐
２
６
０
５

市
道
・
河
川
等
の
破
損
箇
所
の

情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
道
路
の
陥
没
・
段
差
」「
側
溝
・
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
ミ
ラ
ー
の
破
損
」
な
ど
、
市

道
の
異
常
を
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
山
口

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
通
報

で
き
ま
す
。
詳
細
は
右
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
山
口
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
（
左
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
登
録
）
で
は
、

簡
単
な
操
作
で
通
報
で
き
ま
す
。

問問 

道
路
管
理
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
３
５

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
未
成
年
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
】
ス
マ
ホ

を
利
用
し
た
「
ゲ
ー
ム
課
金
」
や
「
通

信
販
売
」
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か

ら
、
ス
マ
ホ
の
使
い
方
や
商
品
の
購
入

な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者
と
話
し
合
う

機
会
を
作
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
出
前
講
座
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も

会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
７
１
７
１
（
相
談
）、
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
２
６
（
出
前

講
座
）Ｅ

Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
白
石
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
で
新
た
に
Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
他
に
市
役
所
本
庁
舎

（
山
口
総
合
支
所
）
で
２
台
、
山
口
中
央

郵
便
局
で
３
台
の
カ
ー
シ
ェ
ア
を
実
施
中

で
す
。
▼
利
用
可
能
時
間　

土
日
お
よ
び

休
日
の
８
時
か
ら
20
時
ま
で
。
た
だ
し
、

年
末
年
始
は
利
用
不
可
。
利
用

車
種
、
料
金
、
利
用
方
法
等
の

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
問問 
総
務
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
３
１

「書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
」
の
回
収

　

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
学
校
に

行
け
な
い
世
界
中
の
子
ど
も
や
、
文
字

の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
大
人
に
教
育

の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、「
書
き
そ
ん

じ
ハ
ガ
キ
」
の
回
収
に
よ
る
募
金
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ

キ
」
と
は
、
書
き
間
違
い
等
で
使
わ
な

か
っ
た
未
投
函
の
ハ
ガ
キ
の
こ
と
で
す
。

▼
期
間 

３
月
６
日
（
金
）
ま
で 

▼
場
所 

社
会
教
育
課
、
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

問問 

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
社
会

教
育
課
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
５

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会

　
２
月
11
日
「
建
国
記
念
の
日
」
は
、「
建

国
を
し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を
養
う

日
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
奉
祝
大

会
を
行
い
ま
す
。▼
期
日 

２
月
11
日（
水・

祝
） 【
日
の
丸
行
進
】
▼
時
間 

10
時
▼
場

所 

亀
山
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
（
中
河
原

73
‐
１
） 【
祝
賀
式
典

・
祝
い
餅
配
り
】
▼

時
間 

11
時
▼
場
所 

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル 

問問 

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
会 

重
弘

さ
ん

０
９
０
‐
７
５
０
３
‐

７
１
９
６
、

m
aj-shigehiro@

ac.auone-net.jp

山
口
市
地
域
ク
ラ
ブ

指
導
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
本
年
９
月
か
ら
部
活
動
に
代
わ
っ
て
、

市
内
在
住
の
中
学
生
が
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
山
口
市
地
域
ク
ラ
ブ
」
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

募
集
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　「デコ活」とは、環境にやさしい商品・サービスを取
り入れることで、脱炭素はもちろん、快適で健康な生
活の実現を目指す国民運動です。
　「デコ活」をテーマとして応募いただいた川柳作品
224 点から選ばれた秀作 20 点のうち、共感
する川柳１点を選んでご投票ください。川柳
は右の二次元コードからご覧いただけます。
　投票された方から抽選で 30 人にプレゼントが当たり
ます。

■お問い合わせ　

　環境政策課 ☎ 083-934-2687

■投票期間

　1 月 31 日（土）まで
■投票方法

　（Ａ・Ｂどちらか ※お一人様 1 回限り）
　Ａ ウェブサイト…上記の二次元コード参照
　Ｂ はがき…下記の特設コーナーに設置して
　　いる 「投票はがき」で投票してください。
　　・地域の魅力発信・交流スペース コトサイト
　　　（山口井筒屋２階）
　　・コープこことどうもん店

ク
ラ
ブ
の
指
導
者
お
よ
び
指
導
補
助
者

と
し
て
、
登
録
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
を
一
緒
に

支
え
ま
せ
ん
か
。
▼
対
象 

18
歳
以
上
の
、

「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
の
指
導
経

験
が
あ
る
方
」、「
競
技
・
種
目
等
の
経

験
が
あ
り
、
指
導
が
可
能
な
方
」、「
指

導
や
競
技
・
種
目
等
の
経
験
は
な
い
も

の
の
、
活
動
の
見
守
り
は
可
能
な
方
」

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
、
部
活
動
地
域
移
行
推
進
室

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
６
７
２

文
化
財
専
門
員

（学
芸
員
）
募
集

▼
雇
用
期
間　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で 

※

勤
務
実
績
に
応
じ
て
再
度
任
用
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。（
２
回
ま
で
最
長
３
年
） 

▼
雇
用
形
態 

会
計
年
度
任
用
職
員 

▼
勤

務
時
間 

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
休
憩
時

間
60
分
）
▼
勤
務
日 

４
週
に
つ
き
土
日
祝

日
を
含
む
16
日
勤
務 

※
休
日
は
月
曜
（
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
）
▼
勤
務
場
所　

歴

史
民
俗
資
料
館
（
春
日
町
５
‐
１
）
▼
勤

務
内
容　

文
化
財
資
料
の
調
査
・
収
集
・

整
理
・
保
存
業
務
、
展
示
・
文
化
財
講
座

の
企
画
・
運
営
業
務
等 

▼
募
集
人
数 

１

人 

▼
報
酬
等 

時
給
１
３
２
３

円
、
交
通
費
支
給
あ
り 

※
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問問
申申

 

持
参
ま
た
は
郵
送
で
、
文
化
財
保

護
課
（
〒
７
５
３
‐
０
０
７
３ 

春
日
町

５
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐

４
１
１
１

あ
っ
た
か
相
談
会

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し

て
、
市
内
在
住
で
生
活
に
お
困
り
の
方
や

今
後
の
生
活
が
不
安
な
方
を
対
象
と
し

て
、「
あ
っ
た
か
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
日
時 

１
月

25
日
（
日
）
10
時
～
14
時 

▼
場
所 

宮
野

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容 

生
活
相

談
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
、
法
律
相
談
、

衣
類
配
布
（
数
量
に
限
り
あ
り
）、
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ 

▼
そ
の
他 

手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
、
託
児
ブ
ー
ス
設
置 

問問
申申

 

法

律
相
談
の
み
事
前
申
し
込
み
で
、
山
口
市

社
会
福
祉
協
議
会
生
活
相
談
課
☎
０
８
３

‐
９
２
４
‐
１
３
９
５
（
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
）

消
防
団
員
募
集

　

火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
活

動
す
る
ほ
か
、
平
時
に
お
い
て
も
災
害

に
備
え
た
訓
練
や
火
災
予
防
広
報
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も

一
緒
に
地
域
を
守
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
消
防
団
員
の
身
分　

非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員 

▼
入
団
資
格　

市
内
に
在

住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し
、
地
域
防
災

に
興
味
の
あ
る
18
歳
以
上
の
人 

▼
主
な

待
遇　

年
報
酬
・
出
動
報
酬
等
の
支
給
、

活
動
服
な
ど
の
貸
与
、
公
務
災
害
補
償

制
度 

問問 

警
防
課
消
防
団
担
当
☎
０
８
３

‐
９
３
２
‐
２
２
０
２

市
民
対
象
の
弁
護
士

無
料
法
律
相
談

　

法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご

と
に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程

度
で
す
。
相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等

が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
日

時 
１
月
28
日
（
水
）
13
時
30
分
～
16
時 

▼
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中

央
二
丁
目
５
‐
１
）
※
会
場
は
２
階
で

す
。
２
階
へ
の
移
動
が
困
難
な
場
合
は
、

予
約
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
▼
対
象 

市
民
先
着
20
人
（
要
予
約
）

問問
申申

 

１
月

22
日
（
木
）
～
27
日
（
火
）
に
、
市
民

相
談
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
８
６

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

Ｂ
Ｓ
放
送
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
出
願
期
限 

第
１
回
２
月
27
日
（
金
）、
第
２
回
３
月

16
日
（
月
）

問問
申申

 

放
送
大
学
山
口
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐
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２
５
０
１

予
備
自
衛
官
補

（
一
般
公
募
・

技
能
公
募
）
の
募
集

▼
受
付
期
間 
１
月
22
日
（
木
）
～
３
月

30
日
（
月
） 

▼
応
募
資
格 

（
７
月
15
日
現

在
）
一
般
公
募
…
18
歳
以
上
52
歳
未
満

の
者
、
技
能
公
募
…
18
歳
以
上
で
国
家

免
許
資
格
等
（
指
定
あ
り
）
を
有
す
る

者 

※
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

問問
申申

 

自
衛
隊

山
口
募
集
案
内
所
（
中
央
四
丁

目
４
‐
12
）
☎
０
８
３
‐
９
２
５
‐

８
２
３
１

就
活
に
役
立
つ
適
職
診
断

　
職
種
選
び
の
参
考
に
適
職
診
断
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
（
個
人
情
報
厳
守
）。
▼

日
時 

１
月
15
日
（
木
）、
29
日
（
木
）、

２
月
12
日
（
木
）
10
時
、
10
時
30
分
、
11

時
、
11
時
30
分
（
要
予
約
） 

▼
場
所 

ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口
（
神
田
町
１
‐
75
）
▼

対
象 

49
歳
ま
で
の
就
活
中
の
方 

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
、
ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
８
３
５
‐
２
８
‐

３
８
０
８

離
職
者
向
け

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

▼
コ
ー
ス
名 

一
般
事
務
・
Ｉ
Ｔ
活
用
科 

▼
期
間 

３
月
12
日
（
木
）
～
８
月
10
日

（
月
）
▼
場
所 

Ｙ
Ｉ
Ｃ
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校
（
小
郡
黄
金
町
２
‐
24
）
▼
取

得
可
能
資
格 

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
、

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
文
書
処
理
技
能
認
定
試
験
２

級
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
表
計
算
処
理
技
能
認

定
試
験
２
級
、
日
商
簿
記
検
定
３
級 

▼

対
象 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
講
の
必
要
性

が
認
め
ら
れ
た
方 

▼
料
金 

受
講
料
無
料

（
教
科
書
代
・
検
定
代
等
は
自
費
）

問問
申申

 

２
月
12
日
（
木
）
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
山
口
（
神
田
町
１
‐
75
）
☎
０
８
３

‐
９
２
２
‐
０
０
４
３
（
部
門
コ
ー
ド

43
♯
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

３
月
期
受
講
生
募
集

　

転
職
・
再
就
職
を
お
考
え
の
あ
な
た

へ
。
就
活
サ
ポ
ー
ト
充
実
の
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
山
口
の
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
公
共
職
業
訓
練
）
で
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
就
職
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
▼
募
集
コ
ー
ス 

機
械
Ｃ
Ａ

Ｄ
デ
ザ
イ
ン
科
、
金
属
加
工
科
、
住
環

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
科 

▼
応
募
期
間 

２

月
５
日
（
木
）
ま
で 

▼
受
講
期
間 

３
月

３
日
（
火
）
～
８
月
28
日
（
金
） 

▼
対
象 

求
職
さ
れ
て
い
る
方
お
よ
び
そ
の
予
定

の
あ
る
方 

▼
選
考
日  

2
月
14
日
（
土
）

▼
料
金 

無
料
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
等
）

問問
所所

 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口
（
矢
原

１
２
８
４
‐
1
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２

‐
２
１
４
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
・
入
会
手
続
会

▼
日
時 

２
月
10
日（
火
）、３
月
10
日（
火
）

13
時
30
分
～
15
時 

▼
場
所 

山
口
し
あ
わ

せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路
89
‐
１
）、
小
郡

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
郡
下
郷

１
４
４
０
‐
１
）
▼
対
象 

市
内
在
住
で
60

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る
方 

▼
持
参
品 

年
度
会
費
、
山
口
銀
行
口
座
番

号 

※
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。 

問問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐

５
３
９
６

外
国
人
雇
用
に
関
す
る

企
業
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

育
成
就
労
制
度
の
概
要
や
実
際
に
外

国
人
材
を
受
入
れ
て
い
る
企
業
の
取
組

事
例
発
表
な
ど
、
外
国
人
材
受
入
の
基

礎
知
識
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
ま
す
。

▼
日
時 

２
月
４
日
（
水
）
13
時
30
分
～

15
時 

▼
対
象 

中
小
企
業
等
の
担
当
者 

▼
講
師 

永
久
明
氏
（
ケ
ア
ラ
イ
フ
協
同

組
合
理
事
長
）

問問
申申

 

下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
、
ふ
る
さ
と
産

業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
６
４
５

令
和
７
年
度
や
ま
ぐ
ち
働
き
方

改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
日
時 

２
月
17
日
（
火
）
13
時
～
15
時

30
分
（
12
時
開
場
）
▼
場
所 
山
口
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
２
階 

レ
デ
ィ
ア
ン
ス
ホ
ー

ル
（
小
郡
黄
金
町
１
‐
１
）
▼
内
容 

働

き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
発

表
、
原
晋
氏
（
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技

部
監
督
）
に
よ
る
基
調
講
演
「
箱
根
駅
伝

か
ら
学
ぶ
人
材
育
成
術
」、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
▼
対
象　

県

内
事
業
所
の
経
営
者
、
県
内
在
住
・
在
勤

の
方
、
県
内
で
就
業
を
お
考
え
の
方 

※

未
就
学
児
の
入
場
不
可 

▼
定
員 

５
０
０

人
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
、
や
ま
ぐ
ち
働
き
方
改
革
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
４
‐

２
０
５
０

パ
ン
と
珈
琲
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
店
者
募
集

　

昨
年
は
2
日
間
で
８
９
０
０
人
が
来

場
し
た
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
（
小

郡
令
和
一
丁
目
１
‐
１
）
で
の
『
パ
ン

と
珈
琲
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
５
月

30
日
（
土
）、31
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

今
回
5
回
目
の
開
催
と
な
る
本
イ
ベ
ン

ト
を
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る

市
内
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ

と
も
自
慢
の
パ
ン
や
珈
琲
と
と
も
に
イ

ベ
ン
ト
創
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
▼
対
象　

市
内
で
事
業
者

登
録
さ
れ
て
い
る
パ
ン
業
者
、

珈
琲
業
者 

▼
出
店
料 

1
日
８
０
０
０
円 

問問
申申

 

１
月
31
日
（
土
）
ま
で
に
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
運
営
事
務
室
☎
０
８
３

‐
９
０
２
‐
６
７
２
７

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

産
業
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令
和
８
年
度
大
内
文
化

特
定
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金

　

大
内
氏
に
ま
つ
わ
る
史
跡
や
文
化
財

な
ど
が
多
く
残
る
大
殿
地
域
を
中
心
と

し
た
「
大
内
文
化
特
定
地
域
」
で
、
歴

史
資
源
等
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化

を
図
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
▼
対
象
事
業
期
間 

４

月
１
日
（
水
）
～
令
和
９
年
３
月
31
日

（
水
）
▼
対
象 

市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
民

間
団
体
・
個
人 

問問
申申

 

２
月
13
日（
金
）～

27
日
（
金
）
に
、
来
課
ま
た
は
郵
送
で
、

所
定
の
様
式
を
、
文
化
交
流
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
１
５
５ 

※
要
綱

は
１
月
８
日
（
木
）
～
２
月
27

日
（
金
）
に
同
課
で
配
布
の
ほ

か
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

入
手
可
。

や
ま
ぐ
ち
シ
ゴ
ト
発
見
フ
ェ
ス

　

令
和
9
年
3
月
以
降
卒
業
予
定
の
大

学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
等
の
学
生
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
日

時　

①
対
面
…
2
月
5
日
（
木
）
10
時
～

13
時
、
14
時
～
17
時
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
…

２
月
14
日
（
土
）
10
時
～
12
時
30
分
、
13

時
30
分
～
16
時 

▼
場
所 

①
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維

新
ホ
ー
ル
（
小
郡
令
和
一
丁
目
１
‐
１
）、

②
Ｚ
о
о
ｍ 

▼
内
容 

業
界
研
究
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
現
職
社
員
の
方
か
ら
本
音
が

聞
け
る
エ
リ
ア
、
企
業
ブ
ー
ス
エ
リ
ア
な

ど 

問問 

ふ
る
さ
と
山
口
就
職
フ
ェ
ア
事
務

局
（
株
式
会
社
タ
ス
ク
ー
ル
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
）

☎
０
８
３
‐
９
７
２
‐
７
３
３
１

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
／

仮
想
現
実
）
技
術
に
よ
り
認
知
症
の
症
状

を
疑
似
体
験
す
る
こ
と
で
、
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
ま
す
。
▼
日
時　

２
月
10
日

（
火
）
①
９
時
30
分
～
12
時
（
９
時
15
分

か
ら
受
け
付
け
）、
②
13
時
30
分
～
16
時

（
13
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）
▼
場
所 

小

郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容 

Ｖ
Ｒ
に

よ
る
認
知
症
体
験
、
認
知
症
カ
フ
ェ
等
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
参
加
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
）
に
つ
い
て 

▼

対
象 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
済
み
の
方（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
、バ
ッ

ジ
を
お
持
ち
の
方
）
▼
定
員 

各
回
先
着

30
人 

▼
持
参
品 

筆
記
用
具 

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、
ま

た
は
高
齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
５
８

　

ひ
き
こ
も
り
一
般
公
開
講
座

　
「
明
日
へ
の
ス
テ
ッ
プ 

～
焦
ら
な
い 

再
出
発
を
叶
え
る 

等
身
大
の
体
験
と
ヒ

ン
ト
～
」
▼
日
時 

２
月
９
日
（
月
）
13

時
30
分
～
15
時 

▼
会
場 

県
総
合
保
健
会

館
２
階 

第
一
研
修
室
（
吉
敷
下
東
三
丁

目
１
‐
１
）
▼
対
象 

ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
、
支
援
に
つ

い
て
関
心
の
あ
る
方
、
ひ
き
こ
も
り
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
い
方
等 

▼
講

師 

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
方
々 

問問
申申

 

１
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
、
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
、
社
会
福

祉
法
人
地
域
公
益
活
動
推
進
協
議
会
（
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
０
８
３
‐

９
２
４
‐
０
５
４
３
、

０
８
３
‐

９
２
４
‐
１
３
９
８

や
っ
て
み
よ
う
！
ス
マ
ホ
決
済

　
ス
マ
ホ
で
の
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
興

味
が
あ
る
方
、
携
帯
電
話
会
社
ス
タ
ッ
フ

が
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
質
問
に
お
答
え

し
ま
す
。
▼
日
時 

１
月
30
日
（
金
）
10
時

30
分
～
12
時
、
13
時
30
分
～
15
時 

▼
定
員 

各
回
先
着
20
人
（
最
少
催
行
人
数
各
回
10

人
）
▼
講
師 

携
帯
電
話
会
社
ス
タ
ッ
フ 

▼

料
金 

３
０
０
円 

問問
申申
所所

 

１
月
14
日
（
水
）

８
時
30
分
か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口
で
、
山

口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
（
名
田
島
１
２
１
８

‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
２
‐
８
３
３
３

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
教
室

【
①
個
人
講
習
】パ
ソ
コ
ン・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す

る
こ
と
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
指
導
し
ま
す
。
▼
日
時 

２
月
６
日
、
20
日
、
３
月
27
日
（
い
ず
れ

リサイクルプラザ

　　　2月のアイデア講座

講座名 期日

布の花（コサージュ） 3（火）

たのしい縫い物（さげもん、たい袋）3（火）、17（火）

モチーフ編み（3D マフラー） 6（金）、20（金）

やさしい絵てがみ
（飾れるお雛様） 7（土）

卓上織り（小物入れ） 10（火）、25（水）

つまみ細工（お雛様飾り） 10（火）、17（火）

かんたんリフォーム
（ささっと畳めるエコバッグ） 13（金）、27（金）

モラ（大内塗のお雛様） 17（火）

さき織り（ブローチ・コース
ター・タッセル） 19（木）、26（木）

※講座の詳細は、右の二次元コードからご確
認ください。フリーマーケットやおもちゃ
の病院の情報も発信しています。

問問 やまぐちエコ倶楽部（大内御堀 10489-8）
☎ 083-927-7122  ●時間 10 時 〜 12 時 ●料金  無料

講
座
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も
金
曜
）
10
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
14

時
30
分 
▼
場
所 

山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ

（
上
竪
小
路
89
‐
１
）【
②
訪
問
講
習
】
講

師
が
ご
希
望
の
日
時
に
自
宅
へ
訪
問
し
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。【
③
小

郡
Ｐ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
ス
】
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
こ
と
を
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
指
導
し
ま
す
。
▼
日
時 
２
月
４
日
、

18
日
、
３
月
４
日
、
18
日
（
い
ず
れ
も
水

曜
）　
10
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
14
時

30
分 

▼
場
所 

小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
料
金 

１
８
０
０
円 

▼
持
参
品 

パ
ソ
コ

ン
（
貸
出
可
、別
途
２
０
０
円
）、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン 

問問
申申

 

①
②
山
口
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐

５
３
９
６
、
③
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
小
郡
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

１
１
７
０

伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
の
体
験
講
座

【
そ
ば
打
ち
体
験
】打
っ
た
そ
ば
３
人
前（
そ

ば
つ
ゆ
付
き
）
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
す
。
▼
日
時 

①
２
月
21
日（
土
）13
時
～

15
時
30
分
、
②
３
月
22
日
（
日
）
13
時
～

15
時
30
分 

▼
対
象 

中
学
生
以
上
各
回
抽

選
12
人 

▼
料
金 

１
２
０
０
円 

問問
申申
所所

 

①
１
月
15
日
（
木
）
か
ら
、
②
２
月
15
日

（
日
）
か
ら
、
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合

セ
ン
タ
ー
（
下
竪
小
路
12
）
☎
０
８
３
‐

９
２
８
‐
３
３
３
３

働
く
婦
人
の
家
講
座

【
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
座
】
▼
日
時 

2
月

15
日
（
日
）
10
時
～
14
時 

▼
内
容 

①
講

義
「
海
外
で
暮
ら
し
て
見
え
て
き
た
〝
経

済
感
覚
の
違
い
〟」、
②
調
理
実
習
「
イ
ギ

リ
ス
の
伝
統
家
庭
料
理 

コ
ロ
ネ
ー
シ
ョ
ン

チ
キ
ン
」、
③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ハ
ー

ブ
の
香
り
で
癒
し
の
時
間
を
楽
し
む
」
▼

講
師 

①
②
齋
藤
凉
子
氏
（
国
際
交
流
ひ
ら

か
わ
の
風
の
会
事
務
局
長
）、
③
宮
﨑
博

子
氏
（
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
▼

対
象 

先
着
20
人 

▼
料
金 

③
１
５
０
０
円 

問問
申申
所所

 

開
催
日
の
1
週
間
前
ま

で
に
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、

来
所
、
往
復
は
が
き
の
い
ず
れ

か
で
、〒
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

託
児
の
有
無
（
生
後
６
カ
月
、
１
２
０
０

円
）
を
、
働
く
婦
人
の
家
（
〒
７
５
３
‐

０
０
５
６ 
湯
田
温
泉
五
丁
目
１
‐
１
）
☎

０
８
３
‐
９
２
１
‐
１
９
２
９

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会

公
開
講
座

【
世
界
の
諸
情
勢
を
中
心
と
し
た
日
英
比

較
】
▼
日
時 

1
月
24
日
（
土
）
10
時
～

11
時
30
分 

▼
場
所 

湯
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

▼
内
容 

最
近
の
国
際
情
勢
に
対
す

る
日
本
と
英
国
の
考
え
方
の
類
似
点
と

相
違
点
を
学
び
ま
す
。
▼
定
員 

先
着
50

人 

▼
講
師 

セ
ネ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー

氏
（
山
口
大
学
教
育
学
部
講
師
）

問問
申申

 

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
社
会
教

育
課
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
５

山
口
市
ず
っ
と
元
気
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト 

無
料
サ
ー
ビ
ス
体
験
会

　
高
齢
者
向
け
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

向
上
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時 

2
月
21
日
（
土
）
9
時
30
分
～
14
時 

▼

場
所 

湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
（
湯

田
温
泉
五
丁
目
2
‐
15
）
▼
内
容 

体
を

動
か
す
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、

ス
マ
ホ
教
室
や
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
、

脳
ト
レ
な
ど
、
趣
味
や
生
活
に
役
立
つ

い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
午
前
・
午
後
に
各
1
回
ず
つ

健
康
講
座
も
実
施
し
ま
す
。
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
▼
対
象 

市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
方
（
事
前
申
し
込
み
不
要
） 

問問 

株
式
会
社
Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ 

Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
プ
ラ
ニ

ン
グ
☎
０
８
３
‐
２
２
３
‐
４
２
０
２

基
礎
か
ら
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
下

半
身
だ
け
で
な
く
上
半

身
も
使
い
、
全
身
の
筋
肉
の
90
％
を
動
か

す
有
酸
素
運
動
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
▼

日
時 

１
月
24
日
、
２
月
14
日
、
28
日
、
３
月

14
日
、
28
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
）
10
時
～
12

時 

※
少
雨
開
催 
▼
場
所　

阿
知
須
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー 

※
３
月
14
日
（
土
）、
28
日

（
土
）
は
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
東
駐
車

場
周
辺 

▼
定
員 

先
着
20
人 
▼
講
師 

山
本

陸
記
氏
（
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
公
認
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▼
料
金 

５
０
０
円
／
回 

▼
そ
の
他 

ポ
ー

ル
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
無
料
で
貸
し
出

し
い
た
し
ま
す
。

問問
申申

 

各
開
催
日
の
2
日

前
ま
で
に
阿
知
須
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
６
‐
６
５
‐
２
０
２
２
、

ajisu@
city.yam

aguchi.lg.jp

フ
ッ
ト
パ
ス
で
名
田
島
を
散
策

　
フ
ッ
ト
パ
ス
と
は
、
地
域
の
あ
り
の
ま

ま
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
の

で
き
る
小し

ょ
う
け
い径
の
こ
と
で
す
。
▼
日
時 

３
月

1
日
（
日
）
９
時
～
12
時 

▼
場
所 

名
田

島
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き

や
か
た
（
名
田
島
１
５
２
９
）
集
合 

▼

内
容 

名
田
島
地
域
の
田
園
風
景
や
家
並

み
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
な
が
ら
、
約
６
㎞

の
フ
ッ
ト
パ
ス
向
山
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

す
。（
雨
天
中
止
）
▼
定
員 

先
着
25
人 

▼

料
金 

５
０
０
円 

問問
申申

 

２
月
17
日
（
火
）

ま
で
に
、
来
所
、
電
話
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
、
名
田
島
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
２
‐

６
７
２
０
、

natajim
a@

city.
yam

aguchi.lg.jp 

※
複
数
人
で
の
参
加

の
場
合
、
ま
と
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
上
限
5
人
）。

親
と
子
の
野
鳥
の
教
室

▼
日
時　

３
月
１
日
（
日
）
10
時
～
12
時

▼
場
所　

き
ら
ら
浜
自
然
観
察
公
園
（
阿

知
須
１
０
５
０
９
‐
53
）
▼
内
容 

公
園
内

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

イ
ベ
ン
ト
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の
野
鳥
観
察
・
ウ
グ
イ
ス
笛
づ
く
り 

▼
対

象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組
30

人
程
度 

▼
料
金　

保
護
者
の
み
１
人

１
０
０
円 

▼
持
参
品 

双
眼
鏡
（
お
持
ち

の
方
。
貸
出
あ
り
。）
問問
申申

 

２
月
23
日（
月・

祝
）
ま
で
に
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
で
、
環
境
政
策
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
６
８
７

中
原
中
也
記
念
館
無
料
開
館

　
２
月
18
日
（
水
）
は
中
原
中
也
記
念
館

の
32
年
目
の
開
館
記
念
日
で
、
入
館
が
無

料
で
す
。

問問
所所

 

中
原
中
也
記
念
館
（
湯

田
温
泉
一
丁
目
11
‐
21
）
☎
０
８
３
‐

９
３
２
‐
６
４
３
０

Ｍマ

ニ

ュ

ア

ル

Ａ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｌ

　
カ
ナ
ダ
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア
ダ
ム
・

キ
ナ
ー
＆
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ウ
ィ
レ
ス

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
「
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｕ
Ａ
Ｌ
」
を
公
開
し
ま
す
。
本
作
は
、
開

館
中
の
図
書
館
を
舞
台
に
、
観
客
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
１
対
１
で
行
う
親
密
な
体

験
型
の
作
品
で
す
。
２
人
で
本
を
読
み

合
っ
た
り
、
音
に
耳
を
澄
ま
し
た
り
す
る

中
で
、「
読
む
」「
聴
く
」「
つ
な
が
る
」

感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
、
気
づ
き
や
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
る
場
所
と
し
て
の
図
書
館
の

あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
場
と
な

り
ま
す
。
▼
会
期 

1
月
24
日
（
土
）、
25

日
（
日
）、31
日
（
土
）、2
月
1
日
（
日
）、

7
日
（
土
）、
8
日
（
日
）
各
日
19
回
上

演 

※
時
間
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
▼
定
員 

各
回
1
人 

▼

対
象 

中
学
３
年
生
以
上 

▼
上
演
時
間 

各

回
45
分 

▼
場
所 

中
央
図
書
館 

▼
チ
ケ
ッ

ト
料
金 

前
売
…
一
般
２
５
０
０
円
、
ａ
ｎ

ｙ
会
員
・
25
歳
以
下
・
特
別
割
引

２
０
０
０
円
、
中
高
生
１
０
０
０
円
、
当

日
…
一
般
３
０
０
０
円
、
中
高
生

１
０
０
０
円 

※
チ
ケ
ッ
ト
の
購

入
に
つ
い
て
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
問問 

山
口
情
報
芸

術
セ
ン
タ
ー
［
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
］
☎
０
８
３
‐

９
０
１
‐
２
２
２
２

ウ
ル
フ
ル
ズ　

ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー

　
「
ガ
ッ
ツ
だ
ぜ
‼
」

「
笑
え
れ
ば
」
な
ど
数
々

の
ヒ
ッ
ト
曲
で
知
ら
れ

る
ウ
ル
フ
ル
ズ
が
山
口

に
や
っ
て
き
ま
す
。
▼

日
時 

2
月
15
日
（
日
）

17
時
開
演
（
16
時
15
分

開
場
） 

▼
場
所 

山
口
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル 

▼
料
金
（
全
席
指
定
）
前
売
…
通
常
席

８
０
０
０
円
、
当
日
…
９
０
０
０
円 

※

プ
レ
ミ
ア
ム
席
は
完
売 

※
3
歳
以
下
入

場
不
可
（
託
児
な
し
）
▼
チ
ケ
ッ
ト
情
報 

ａ
ｎ
ｙ
会
員
先
行
予
約
中
、
一
般
発
売
１

月
10
日
（
土
）
か
ら 

問問
申申

 

山
口
市
文
化

振
興
財
団
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐

６
１
１
１

Ｔト

リ

オ

Ｒ
Ｉ
Ｏ　

Ｃコ

ン

サ

ー

ト

Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

早
春
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド

▼
日
時 

３
月
６
日
（
金
）
18
時
30
分
開

演 

▼
出
演 

上
野
美
科
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）、
宮
田
浩
久
（
チ
ェ
ロ
）、
刀
根
由

貴
子
（
ピ
ア
ノ
）
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム 

ド
ヴ
ォ

ル
ザ
ー
ク
／
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
第
4
番 

ド
ゥ
ム
キ
ー
、
エ
ル
ガ
ー
／
威
風
堂
々
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
／
花
の
ワ
ル
ツ 

他 

▼
料
金 

２
０
０
０
円
（
残
席
が
あ
る
場

合
の
み
当
日
２
５
０
０
円
）
▼
託
児 

２

月
27
日
（
金
）
ま
で
に
要
申
し
込
み
（
１

人
５
０
０
円
、
未
就
学
児
入
場
不
可
）

問問
申申
所所

 
Ｃ
・
Ｓ
赤
れ
ん
が
（
中
河
原
町

５
‐
12
）
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐

６
６
６
６

菜
香
亭
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
水
谷
寛
写
真
展　

山
口
の
ラ
ジ
オ
の
声

・

水
谷
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
見
て
い
た
も
の
】
▼

日
時 

１
月
29
日（
木
）～
２
月
２
日（
月
）

10
時
～
17
時
（
初
日
の
み
13
時
か
ら
、

最
終
日
の
み
15
時
ま
で
）
▼
内
容 

水
谷

寛
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
残
し
た
写
真
の
中

か
ら
、
縁
の
方
々
に
選
ん
で
い
た
だ
い
た

写
真
展
で
す
。【
ふ
ぉ
と
く
ら
む
写
真
展

山
口
の
写
真
家
達
】
▼
日
時 

２
月
13
日

（
金
）
～
15
日
（
日
）
10
時
～
17
時
（
最

終
日
の
み
16
時
ま
で
）

▼
内
容 

山
口
の
カ
メ
ラ

好
き
に
よ
る
、
組
み
写

真
で
の
写
真
展
で
す
。

問問
所所

 

山
口
市
菜
香
亭
（
天
花
一
丁
目
２

‐
７
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
３
３
１
２

運命の再会を果たした
スター指揮者とその生
き別れの弟が、お互い
に助け合いながら、音
楽と共に未来へと歩き
だす姿を描くヒュー

マンドラマ。世界を飛び回るスター指揮者ティボは、
ある日突然、白血病と診断された。ドナーを探すな
かで、自分が養子であること、そして生き別れた弟
ジミーがいることを知る。（2024 年／フランス／
103 分／監督・脚本：エマニュエル・クールコル）

上映日時

1
月

12 日（月・祝）10:30
14 日（水）、15 日（木）、16 日（金）14:40
17 日（土）、18 日（日）12:30
19 日（月）、21 日（水）、22 日（木）10:30
23 日（金）12:30

ファンファーレ！ふたつの音

© 2024 – AGAT Films & Cie – France 2 Cinéma

山口情報芸術センター スタジオ C
一般 1,400 円、any 会員、65 歳以上、25 歳以下、
障がい者 ( 介助者 1 人 )1,000 円

場所場所

料金料金

山口情報芸術センター［YCAM］
（中園町7-7）☎083-901-2222
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萬
代
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

楽
し
む
春
夏
秋
冬

▼
期
間 

３
月
30
日
（
月
）
ま
で 

▼
内
容 

萬
代
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
季
節
を

感
じ
さ
せ
る
書
画
や
茶
器
・
食
器
等
を
紹

介
し
ま
す
。【
ミ
ニ
講
座

「
萬
代
家
伝
来
の

資
料
」】
▼
日
時 

1
月
25
日
（
日
）
13
時

30
分
～
14
時
30
分 

▼
内
容　

展
示
資
料
か

ら
数
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
学
芸
員
に

よ
る
座
学
形
式
で
解
説
。▼
定
員 

10
人（
予

約
制
）
▼
料
金 

５
０
０
円
（
資
料
代
、
展

示
室
チ
ケ
ッ
ト
付
き
）

問問
申申
所所

 

１
月
９

日
（
金
）
９
時
か
ら
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
、
ま
た
は
十
朋
亭

維
新
館
☎
０
８
３
‐
９
０
２
‐

１
６
８
８

山
口
市
川
柳
大
会

▼
日
時 

２
月
22
日
（
日
）（
受
付
開
始
は

10
時
、
投
句
締
切
は
11
時
）
▼
場
所 

大

殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
応
募
作
品 

７

課
題
、
各
２
句
投
句
（
投
句
用
紙
は
当

日
受
付
で
渡
し
ま
す
）
※
自
作
の
未
発

表
句
に
限
り
ま
す
。
▼
特
例
投
句 

病
気

療
養
中
な
ど
当
日
参
加
が
困
難
な
者
に

限
り
事
前
投
句
受
付
（
要
事
前
連
絡
）

▼
課
題 

７
課
題
「
争
う
」「
ラ
ッ
パ
」「
そ

ろ
そ
ろ
」「
居
座
る
」「
安
い
」「
目
指
す
」

「
良
い
」
▼
料
金 

１
０
０
０
円
（
当
日
受

領
）

問問
申申

 

１
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、

電
話
、は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
、

〒
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、
山
口

川
柳
吟
社 

西
田
さ
ん
（
〒
７
５
３
‐

０
２
１
４ 

大
内
御
堀
二
丁
目
７
‐
18
）、

☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
２
３
１
５

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
「
買
い
出
し
」「
調
理
」「
食
事
」「
片
付

け
」
ま
で
の
各
過
程
に
お
け
る
省
資
源
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
方
法
（
エ
コ
・
ク
ッ
キ

ン
グ
）に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

学
び
な
が
ら
、
実
際
に
調
理
し
た
後
、
楽

し
く
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。
▼
日
時 

２

月
28
日
（
土
）
10
時
～
13
時 

▼
場
所 

山

口
合
同
ガ
ス
株
式
会
社 

ひ
ま
わ
り
館（
大

内
千
坊
四
丁
目
7
‐
1
）
▼
対
象 

市
内

在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

▼
講
師 

山
口
消

費
生
活
研
究
会 

▼
注
意
事
項 

本
教
室
で

は
ハ
ン
バ
ー
グ
に
牛
肉
、
卵
、
小
麦
粉
を

使
用
す
る
予
定
で
す
。

問問
申申

 

２
月
24
日

（
火
）
ま
で
に
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

温
暖
化
と
め
る
っ
ち
ゃ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
ま
ぐ
ち
事
務
局
（
環

境
政
策
課
内
）
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
６
８
７

徳
地
特
産
品
ぶ
ち
美
味
し
い

冬
の
南
大
門
ま
つ
り

　
徳
の
あ
る
地
の
特
産
品
を
販
売
す
る
事

業
者
が
参
加
す
る
祭
り
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
の
販
売
、
お
米
の
す
く
い
ど
り
、

卵
の
つ
か
み
取
り
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
が

あ
り
ま
す
。
▼
日
時 

１
月
18
日
（
日
）

９
時
～
15
時
30
分
（
荒
天
中
止
）

問問
申申
所所

 

南
大
門
（
徳
地
堀
１
５
６
５
‐

１
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
７
７
２
、

特
産
品
振
興
対
策
委
員
会
（
代
表
な
か
や

菓
子
店
内
）
☎
０
８
３
５
‐
５
４
‐

１
５
３
６

初
め
て
の
方
の

椎
茸
原
木
菌
打
ち
体
験

▼
日
時 

２
月
26
日
（
木
）
９
時
30
分
～

12
時 

▼
内
容　

基
本
知
識

を
学
び
、
菌
打
ち
を
体
験

し
ま
す
。
▼
対
象　

椎
茸
菌

打
ち
・
椎
茸
栽
培
を
初
め
て
体
験
さ
れ

る
方
抽
選
30
人 

▼
講
師　

松
原
近
志
氏

（
山
口
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
組
合
長
）

▼
参
加
費 

５
０
０
円 

問問
申申
所所

 

１
月
30

日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
（
１

枚
に
つ
き
１
人
）
に
〒
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
山
口

森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
〒
７
５
３

‐
０
２
１
１ 

大
内
長
野
１
９
７
８
番

地
）
☎
０
８
３
‐
９
２
７
‐
２
０
３
９

第
54
回
全
日
本
実
業
団

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▼
期
日　

2
月
8
日
（
日
）
▼
場
所　

維
新

み
ら
い
ふ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
ス
タ
ー
ト
、フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
）
▼
内
容　

全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
選
手
た
ち
に
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。（
交
通
規
制
に
つ
い
て
、
市
道
木
崎

佐
畑
線
、
国
道
9
号
、
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
、

県
道
山
口
防
府
線
、
県
道
宮
野
大
歳
線
で

実
施
）詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。
問問 
山
口
陸
上
競
技
協

会
☎
０
８
３
‐
９
２
０
‐

６
１
２
５

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
日
時 

2
月
15
日
（
日
）
9
時
30
分
か

ら 

▼
場
所 

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
（
名

田
島
１
２
１
８
‐
１
）
▼
種
別　

①
男
子

の
部
、
②
女
子
の
部
、
③
混
合
の
部
、

④
山
口
2
部
（
初
級
者
）
▼
対
象　

市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
４
人
以
上
で

編
成
し
た
チ
ー
ム 

▼
料
金 

１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円 

問問
申申

 

１
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
山
口
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会 

藤
村

さ
ん
☎

０
８
３
‐
９
３
２
‐

７
５
５
０
、

yam
aguchi.city.

indiaca@
gm

ail.com

ス
キ
ー
教
室

▼
日
時 

1
月
25
日
（
日
）

10
時
～
12
時 

▼
場
所 

十

種
ヶ
峰
ス
キ
ー
場 

▼
内
容 

初
心
者
、
初
級
者
を
対
象

と
し
た
ス
キ
ー
教
室 

▼
対
象 

市
内
に
在

住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
の
方 

問問 

山
口
市

ス
キ
ー
連
盟 

池
田
さ
ん

zpm
63113@

gm
ail.com

（
タ
イ
ト
ル
に
「
ス
キ
ー

教
室
の
件
」
と
記
入
）、

０
７
０
‐

５
４
２
９
‐
６
２
８
６

十
種
ヶ
峰
の
冬
を
楽
し
も
う

▼
日
時 

２
月
７
日
（
土
）
10
時
30
分
～
８

日
（
日
）
15
時 

▼
内
容 

自
然
散
策
、ソ
リ
、

雪
遊
び
、ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
、歩
く
ス
キ
ー

（
積
雪
不
良
時
に
は
、
冬
山
散
策
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
な
ど
）
▼
定
員 

12
家
族

（
原
則
、
１
家
族
１
部
屋
）
▼
料

金 

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申
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３
７
０
０
円
（
26
歳
以
上
）、
３
５
０
０
円

（
19
歳
～
25
歳
）、
３
４
０
０
円
（
19
歳
未

満
）、
３
０
０
円
（
３
歳
未
満 

※
食
事
提

供
無
）
※
内
訳
…
食
費
（
４
食
）、
シ
ー
ツ

代
、
保
険
料
、
施
設
使
用
料
等 

問問
申申
所所

 

1
月
24
日
（
土
）
12
時
ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
、
十
種
ヶ
峰

青
少
年
自
然
の
家
☎
０
８
３
‐
９
５
８
‐

０
０
３
３

不
妊
お
よ
び
不
育
症
の

治
療
費
助
成
申
請

　
出
産
を
望
ま
れ
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
流
産
や
死
産
を
繰
り
返
す

不
育
症
の
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
申
請
期
限
は
３
月
31
日
（
火
）
ま

で
で
す
（
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
）。

▼
対
象
期
間 

令
和
７
年
４
月
～
令
和
８

年
３
月
末
の
間
に
受
け
た
治
療 

▼
対
象

と
な
る
治
療 

①
一
般
不
妊
治
療
（
人
工

授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
を
除
く
医

療
保
険
の
適
用
と
な
る
不
妊
治
療
）、
②

人
工
授
精
（
医
療
保
険
適
用
）、
③
不
育

症
の
治
療
と
検
査
（
医
療
保
険
適
用
の
有

無
を
問
わ
な
い
）
▼
対
象 

市
内
に
住
所

を
有
す
る
法
律
上
の
夫
婦
で
前
年
の
所
得

額
の
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
の
方 

問問 

子
育
て
保
健
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

７
０
８
５
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー 

※
申
請
書

の
様
式
や
助
成
額
、
必
要
書
類

等
の
詳
細
は
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
参
照
。

パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス

　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を

す
る
上
で
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
赤

ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
た
体
験
ブ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
▼
日
時 

2
月
1
日
（
日
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
対
象 

妊
婦
さ
ん

と
パ
ー
ト
ナ
ー
先
着
30
組 

問問
申申
所所

 

1
月

8
日
（
木
）
か
ら
、
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

プ
レ
マ
マ
カ
フ
ェ

　

妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
等
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
妊

婦
さ
ん
同
士
で
情
報
交
換
や
交
流
を
し

ま
せ
ん
か
。
▼
日
時 

2
月
27
日
（
金
）、

3
月
4
日
（
水
）、
13
日
（
金
）
い
ず
れ

も
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

※
１
回
の
み

の
参
加
で
も
可
。
各
回
の
内
容

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

▼
対
象 

第
１
子
を
妊
娠
中
で
、

主
治
医
か
ら
生
活
の
制
限
を
受
け
て
い

な
い
方
先
着
20
人
程
度
／
回 

▼
持
参
品 

母
子
健
康
手
帳 

問問
申申
所所

 

子
育
て
支
援
ア

プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
小
郡
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座

（山
口
）

▼
日
時 

3
月
6
日
（
金
）
10
時
～
11
時
30

分 

▼
内
容 

離
乳
食
の
基
本
に
関
す
る
講
話

と
、
成
長
に
合
わ
せ
た
食
材
ご
と
の
調
理
の

仕
方
な
ど
、
簡
単
な
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象 

生
後
４
～
６
カ
月
児
の
保
護
者
先

着
30
人
▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具 

▼
託
児　

要
申
し
込
み 

※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不
可 

問問
申申
所所

 

1
月
15
日
（
木
）
か
ら
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー

幼
児
食
講
座

　

お
子
さ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ
た
幼
児

食
の
進
め
方
や
、
こ
の
時
期
に
多
い
食

事
の
悩
み
に
つ
い
て
、
調
理
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
て
お
伝
え
し

ま
す
。
▼
日
時 

２
月
10
日
（
火
）10
時
～

11
時
30
分 

▼
内
容　

幼
児
食
に
関
す
る
講

話
と
、
食
育
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
、

簡
単
な
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
▼
対
象 

1
～
2
歳
児
の
保
護
者
先
着
25
人
▼
持

参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具 

▼
託
児　

要
申
し
込
み
（
先
着
25

人
）
※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不
可 

問問
申申
所所

 

1
月
15
日
（
木
）
か
ら
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー

病
気
の
と
き
の
ホ
ー
ム
ケ
ア

（小
郡
）

▼
日
時 

2
月
19
日
（
木
）
14
時
～
15
時

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
17
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康

30
分
（
13
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
▼

内
容 

小
児
科
医
に
よ
る
子
ど
も
の
ホ
ー

ム
ケ
ア
に
関
す
る
講
話 

▼
対
象　

乳
幼
児

の
保
護
者
先
着
30
人 

▼
講
師 

浜
本
史
明

氏
（
は
ま
も
と
小
児
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
託
児 

無
料
（
要
申
し
込
み
）
生
後
３

カ
月
児
以
上 

※
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受

講
不
可
。
託
児
ス
タ
ッ
フ
か
ら
ミ
ル
ク

を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
授
乳

時
間
を
ご
調
整
く
だ
さ
い
。

問問
申申
所所

 

子

育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、

小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

糖
尿
病
予
防
教
室

【
血
糖
値
の
改
善
は
、
未
来
の
健
康
を
守
る

第
一
歩
】
治
療
が
必
要
に
な
る
前
に
、
今

の
自
分
を
知
り
、
将
来
の
健
康
を
守
る
一

歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時 

1
月
29
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

（
13
時
か
ら
受
け
付
け
） 

▼
内
容 

そ
の
日

か
ら
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
血
糖
値
改
善
の

秘
訣
を
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
健
康
運

動
指
導
士
（
鈴
木
英
明
氏
）
か
ら
学
べ
る

講
座
で
す
。
血
管
年
齢
測
定
や
、
体
を
動

か
し
な
が
ら
、
自
分
の
体
と
向
き
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
▼
対
象 

血
糖
値
が
気
に
な

る
方
先
着
30
人
（
要
申
し
込
み
）
▼
料
金 

保
険
料
50
円 

▼
持
参
品 

タ
オ
ル
、
水
分

補
給
用
の
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
健
診
結

果
（
お
持
ち
の
方
）。
運
動
が
で
き
、
は

だ
し
に
な
れ
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

所

在
・
連

絡

先

は

17

ペ

ー

ジ

下

参

照
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保健センター（健康増進課）問問

　子宮頸がんは、20 歳代後半からかかる方が増え始め、
30 ～ 50 歳代に多いがんです。初期症状が現れにくい
ため、症状がなくても 20 歳以上の女性は検診を受診し
ましょう。また、乳がんは、30 歳代からかかる方が増
え始めます。セルフチェックを行うことや 40 歳以上の
方は検診を受診しましょう。がん検診等受診券の再発行
についてもお気軽にお問い合わせください。右
の二次元コード先の市ウェブサイトでは、検診
について詳しく掲載しています。

まだ間に合います！
　　～子宮がん、 乳がん検診～

◆　クイズ　◆
Q. 子宮頸がんにかかる年代として最も多いのは次の

うちどれでしょう。
① 10 代　　② 20 ～ 50 代　　③ 60 代以上

答え：②

　皆さん、今年度のがん検診は受診しましたか？子宮が
ん検診と乳がん検診は 2 月 28 日まで実施しています。

行くゾウ！
検診！

◇保健センター、 こども家庭センター
　糸米二丁目 6-6
　・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター
　小郡下郷 609-5　
　☎ 083-973-8147
◇徳地保健センター
　徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

い
。

問問
申申
所所

 

１
月
９
日（
金
）〜
28
日（
水
）

に
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増

進
課
）健

康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
プ
ラ
ス
10
が
コ
ツ
！
活
動
量
ア
ッ
プ
大
作

戦
】
▼
日
時 

2
月
4
日
（
水
）
13
時
～

15
時
、
5
日
（
木
）
9
時
～
11
時 

▼
内

容 

体
組
成
（
筋
肉
量
・
脂
肪
量
）
測
定
、

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相

談
、
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
ミ
ニ
講

話
・
実
技
「
室
内
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ

チ
＆
筋
ト
レ
」
な
ど 

▼
対
象 

市
民
で
健

康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
、
健
康
診

査
結
果
に
つ
い
て
ご
相
談
の
あ
る
方
な

ど 

▼
持
参
品 

各
種
健
康
診
査
結
果
（
お

持
ち
の
方
）
※
体
組
成
測
定
を
ご
希
望

の
方
は
、
は
だ
し
に
な
れ
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問問
所所

 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
健
康
増
進
課
）

脂
質
異
常
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

【
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
ヒ
ン
ト
を
学

ぶ
！
脂
質
異
常
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
】
▼
日
時 

２
月
27
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

（
13
時
か
ら
受
け
付
け
）
▼
内
容 

朝
起
き

て
か
ら
寝
る
ま
で
の
1
日
の
生
活
習
慣
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

ど
の
よ
う
な
食
事
、
運
動
を
心
が
け
て
い

け
ば
良
い
か
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、

健
康
運
動
指
導
士
（
澄
川
絵
里
奈
氏
）
か

ら
学
べ
る
講
座
で
す
。
そ
の
日
か
ら
実
践

で
き
る
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。
▼
対
象 

先
着
30
人

（
要
申
し
込
み
）
▼
料
金 

保
険
料
50
円 

▼

持
参
品　

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
飲
み

物
、
筆
記
用
具
、
健
診
結
果
（
お
持
ち
の

方
）。
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問問
申申
所所

　

1
月
9
日（
金
）〜

2
月
26
日
（
木
）
に
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

山
口
大
学
医
学
部

市
民
公
開
講
座

【
『
猫
ひ
っ
か
き
病
』
っ
て
知
っ
ち
ょ
る
？
～

安
心
し
て
猫
と
暮
ら
す
た
め
に
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
～
】
▼
日
時 

１
月
31
日
（
土
）

10
時
30
分
～
12
時 

▼
場
所 

宇
部
市
立
図

書
館
（
宇
部
市
琴
芝
町
一
丁
目
１
‐
33
）

▼
対
象 

県
民
先
着
１
０
０
人 

▼
講
師 

常

岡
英
弘
氏
（
山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
保
健
学
専
攻
特
命
教
授
）、
大
津
山

賢
一
郎
氏
（
山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
保
健
学
専
攻
講
師
）

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
、

山
口
大
学
医
学
部
総
務
課
広
報
・

国
際
係
☎
０
８
３
６
‐
２
２
‐
２
０
０
９

【
見
え
方
の
変
化
に
要
注
意
！
知
ら
な
い
う
ち

に
進
む
目
の
病
気 

～
白
内
障
と
緑
内
障
～
】

▼
日
時 

２
月
７
日
（
土
）
10
時
30
分
～
12

時 

▼
場
所　

宇
部
市
立
図
書
館
（
宇
部
市

琴
芝
町
一
丁
目
１
‐
33
）
▼
対
象 

県
民
先

着
１
０
０
人 

▼
講
師 

木
村
和
博
氏
（
山

口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
眼
科
教
授
）

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た

は
、
山
口
大
学
医
学
部
総
務
課

広
報
・
国
際
係
☎
０
８
３
６
‐

２
２
‐
２
０
０
９
【
高
齢
者
で
も
、
肝
転

移
が
あ
っ
て
も
、
治
癒
を
目
指
す
山
口
大
学

の
大
腸
が
ん
治
療
】▼
日
時 

２
月
11
日（
水・

祝
）
13
時
～
15
時 

▼
場
所 

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維

新
ホ
ー
ル
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
小
郡
令
和
一

丁
目
1
‐
1
）
▼
定
員 

２
０
０
人 

▼
講

師 

医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
Ｍ
Ｓ

Ｗ
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

問問
申申

 

２
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
、
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
、
山

口
大
学
医
学
部
附
属
病
院
腫
瘍

セ
ン
タ
ー
事
務
局
☎
０
８
３
６
‐
２
２
‐

２
１
７
０
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長
は
「
山
口
市
と
緊
密
な
連
携
を
取
り
、

災
害
発
生
時
等
に
は
、
乳
幼
児
等
の
受
け

入
れ
態
勢
を
整
え
る
と
と
も
に
、
安
心
し

て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
に
向
け
、
今
回
の
協
定
の
締

結
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
で

き
る
防
災
対
策
の
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。​

問問 

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
３

　
平
川
地
区
子
ど
も
見
守
り
隊
が
、
令
和

７
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰
「
学
校
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞
」
を
受
賞
さ

れ
、
11
月
25
日
（
火
）
に
市
長
を
表
敬
訪

　
市
長
は
「
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、
市
民
の
健
康
増
進
に
関
す
る

お
手
伝
い
や
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
い
た
だ
い

た
ご
寄
附
を
市
民
の
健
康
増
進
の
た
め

に
、
し
っ
か
り
役
立
て
て
い
く
」
と
感
謝

の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

問問 

健
康
増
進
課
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

２
６
６
６

　
学
校
法
人
野
田
学
園
と
本
市
が
、
乳
幼

児
等
の
避
難
場
所
に
係
る
協
力
事
項
に
関

す
る
協
定
を
11
月
21
日
（
金
）
に
締
結
し

ま
し
た
。

　

締
結
に
あ
た
り
、
市
長
は
「
今
回
の

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
本
市
で
の
災
害

発
生
時
に
、
野
田
学
園
様
か
ら
、
乳
幼

児
専
用
の
避
難
場
所
の
提
供
や
、
保
育

士
や
調
理
員
等
の
人
的
支
援
な
ど
の
協

力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
本
市
で
暮

ら
す
乳
幼
児
や
ご
家
族
が
、
い
ざ
と
い

う
時
も
、
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て

生
活
を
送
る
た
め
の
大
き
な
力
に
な
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
大
い
に
期
待
を
し

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
学
校
法
人
野
田
学
園
の
田
邉
恒
美
理
事

　
11
月
4
日
（
火
）、
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
様
か
ら
、
83
万
７
５
０
０
円

を
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
寄
附

金
は
、
同
社
の
「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
で
あ
る
「
私
の
地
元
応
援

募
金
」
に
よ
り
、
本
市
に
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
も
の
で
、
令
和
6
年
度
中
に
も
多
大

な
る
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

 

　
同
社
の
北
島
孝
俊
山
口
支
社
長
は
「
山

口
市
と
関
わ
り
を
持
つ
全
国
各
地
の
従

業
員
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
募
金
を
、
今

後
、
山
口
市
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
」
と
思
い
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

問
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
団
体
は
、
結
成
以
来
、
20
年
に
わ
た

り
平
川
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時

の
見
守
り
活
動
を
続
け
、
学
校
行
事
や
子

ど
も
会
活
動
等
、
地
域
の
活
動
に
も
積
極

的
に
関
わ
る
な
ど
、
地
域
と
密
接
に
連
携

し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
川
地
区
子
ど
も
見
守
り
隊
の
藏
成
幹

也
さ
ん
は
「
平
川
地
域
は
幼
稚
園
、
こ
ど

も
園
か
ら
大
学
ま
で
、
教
育
機
関
が
集
積

す
る
地
域
。
子
ど
も
た
ち
が
事
故
等
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、
活
動
を
続
け
て
き
て
よ

か
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
愛
情
を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
ね
ぎ
ら
い
、
受
賞

を
た
た
え
ま
し
た
。

問問 

学
校
教
育
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
３

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

か
ら
寄
附
金
を
受
領

平
川
地
区
子
ど
も
見
守
り
隊
が

「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

奨
励
賞
」
を
受
賞

TOPICS

▲記念撮影 （前列左から、 市長、 明治
安田生命保険相互会社山口支社の北島
支社長、 同社山口営業所の東川所長）

▲協定書を手にする市長 （左） と学校法人
野田学園の田邉理事長 （右）

▲記念撮影 （前列右から、 平川地区子ども
見守り隊の藏成さん、 野村代表、 市長）

乳
幼
児
等
の
避
難
場
所
に
係
る

協
力
事
項
に
関
す
る
協
定
を
締
結
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これから４年間、私たちの生活と密接な関わり合いのある、県政を託す代表者を選ぶ大切な選挙
です。一人一人がよく考え、投票しましょう。

　

投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
作
成
す
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
選
挙
で
登
録

さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
年
齢　
平
成
20
年
２
月
９
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

■
居
住
条
件　

令
和
７
年
10
月
21
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
、
山
口
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
市
内
に
住

ん
で
い
る
方

　

封
書
で
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場

券
は
１
人
１
枚
で
す
の
で
、
各
自
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
を
忘

れ
た
場
合
や
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、

何
ら
か
の
事
情
で
届
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

「
投
票
で
き
る
方
」
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

方
で
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
は
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で

の
み
投
票
で
き
ま
す
。
お
届
け
す
る
投
票
所

入
場
券
で
ご
自
分
の
投
票
所
を
必
ず
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

体
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な
い
方
は
、
代
理

投
票
が
で
き
ま
す
。

　

代
理
投
票
と
は
、
投
票
す
る
人
に
代
わ
っ
て
、

補
助
者
（
投
票
所
係
員
）
が
投
票
用
紙
に
記
入
す

る
も
の
で
す
。
必
要
な
方
は
、
投
票
所
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

投
票
所

代
理
投
票

投
票
で
き
る
方

　

投
票
日
に
、
何
ら
か
の
用
務
、
病
気
、
お

産
等
の
た
め
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。（
入

場
券
が
届
い
た
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

お
住
ま
い
の
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
期

日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
投
票
所
入
場
券
同
封
の
チ
ラ

シ「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
で
は
、
選
挙
当
日
に
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
を
宣
誓
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
は
宣
誓
書
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
氏

名
な
ど
を
記
入
さ
れ
ま
す
と
、
投
票
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
各
ご
家
庭
の

郵
便
受
け
に
投
入
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
布
区
域
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、

配
布
区
域
外
の
ご
家
庭
は
、
読
売
・
朝
日
・

毎
日
・
中
国
・
日
経
・
産
経
新
聞
の
各
朝
刊

へ
の
新
聞
折
り
込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
ま

た
、
各
総
合
支
所
や
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

へ
の
配
置
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
も

行
い
ま
す
。

※
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
宅
へ
郵
送
で
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

　

２
月
８
日
（
日
）
21
時
20
分
か
ら
、
や

ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
総
合
体
育
館

（
大
内
長
野
１
１
０
７
）
で
行
い
ま
す
。

期
日
前
投
票

選
挙
公
報

開
票

選挙管理委員会事務局☎ 083-934-2877問

会　場 日　時

市役所本庁舎（山口総合支所）、小郡総合支所 1/23（金）～ 2/7（土）8 時 30 分～ 20 時

秋穂・徳地総合支所、阿知須・阿東地域交流センター 1/23（金）～ 2/1（日）8 時 30 分～ 17 時
2/2（月）～ 2/7（土）８時 30 分～ 20 時

仁保・小鯖・大内・宮野・吉敷・平川・大歳・陶・鋳銭司・
名田島・二島・嘉川・佐山地域交流センター 2/5（木）～ 2/7（土）9 時～ 19 時

八坂・生雲分館 2/2（月）10 時～ 15 時
嘉年分館、山口大学 2/3（火）10 時～ 15 時
篠生・地福分館、陶ふれあいセンター 2/4（水）10 時～ 15 時
ザ・ビッグ大内店 2/4（水）10 時～ 19 時
島地分館 2/6（金）10 時～ 15 時
ゆめタウン山口、フジグラン山口、サンパークあじす 2/7（土）10 時～ 19 時

■ 期日前投票所

※このほか、徳地・阿東の一部地域において巡回型期日前投票所を開設します。
　詳細は市ウェブサイトや入場券同封のチラシをご確認ください。

山口県知事選挙の投票日  ２ 8月 日 （日） は

◆ 投票時間　７時 ～ 20 時
※次の投票所は 19 時まで

大富公民館、一貫野集会所、東鯖公民館、長浜公会堂、徳地・阿東地域のすべての投票所



20

※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域 7 市町の
イベント情報

TOKIWA ナイトミュージアム第 17 回おのだ名産品フェア山陽
小野田 宇部 第 25 回防府音楽祭

「ファイナルコンサート」防府

第 1 部はピアニスト田村響
によるチャイコフスキーの
ピアノ協奏曲を、第 2 部は
ビゼーのオペラ「カルメン」
を抜粋でお届けします。
日時　1 月 12 日（月・祝）
場所   三友サルビアホール（緑町 1-9-1）
問  防府市地域交流センター　アスピ

ラート☎ 0835-26-5151

植物館を幻想的にライトアッ
プします。お正月バージョン
のショーやイベントもお楽し
みください！
期間   1 月 12 日（月・祝）まで
場所   世界を旅する植物館（野中

3-4-29）
問 ときわミュージアム
　☎ 0836-37-2888

山陽小野田市をはじめ、山
口県内の名産品の販売や、
屋台グルメなど、約 30 店舗
が出店します。

東日本大震災の発生から 20
日後に訪れた現地の様子や、
その後の復興の様子など、
桑原史成氏が撮影、記録した

「東日本大震災」を展示します。
期間   1月16日（金）～4月15日（水）

問所  桑 原 史 成 写 真 美 術 館（ 後 田
71-2）☎ 0856-72-3171

冬期新収蔵品展
「明治時代の人と書」ポスコン ?!2026 展覧会 東日本大震災から 15 年美祢 萩 津和野

萩博物館に近年寄贈された
資料のうち、明治時代に活
躍した萩ゆかりの人物の書
をはじめとする資料に焦点
をあて、初公開します。
期間　1 月 31 日（土）まで

問所  萩博物館（堀内 355）
　☎ 0838-25-6447

恒例のポストカードのコン
テスト。みんなの「伝えたい」
をハガキサイズで表現した

「言葉」「絵画」「写真」など、
▲詳細は

こちら
▲詳細は

こちら
▲詳細は

こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

期間  1 月 10 日（土）～ 12 日（月・祝）
場所 おのだサンパーク（中川 6-4-1）

ほか
問 山陽小野田市シティセールス課
　☎ 0836-82-1313

すべての応募作品を展示します。
期間  1 月 11 日（日）～ 2 月 8 日（日）

問所  秋吉台国際芸術村（秋芳町秋吉
50 番地）☎ 0837-63-0020

合
宿
で
は
、
夕
食
や
お
風
呂
を
済
ま

せ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、
宿
泊
し
、
翌
朝
帰
宅

し
ま
す
。
名
前
の
と
お
り
、
何
か
特
別

な
活
動
を
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
人
は
必
要
以
上
に
手
出
し
せ
ず
、

何
か
問
題
が
起
き
た
場
合
は
、
子
ど
も

た
ち
同
士
で
考
え
、
お
互
い
が
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
ル
ー
ル
決
め
等

を
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
そ

の
中
で
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
大
人

の
関
係
性
が
深
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は

社
会
性
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
本
気
で
取
り

組
む
大
人
の
背
中
か
ら
、
地
域
と
の
関

わ
り
方
や
面
白
さ
が
、
子
ど
も
た
ち
に

伝
わ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
活
動
が
市
内
に
広
が
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

2121
地
域
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

白
石
地
域
は
、
文
教
地
区
で
、
中
心

商
店
街
等
の
都
市
機
能
が
備
わ
り
、
「
住

み
や
す
い
」
「
地
域
が
好
き
だ
」
と
感
じ

ら
れ
て
い
る
住
民
が
多
い
一
方
、
新
築
マ

ン
シ
ョ
ン
の
増
加
や
近
所
付
き
合
い
の
希

薄
化
に
よ
り
、
地
域
活
動
へ
の
参
加
が

少
な
い
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心

と
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
、
現

役
世
代
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち

「し
ら
っ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
子
ど
も
た
ち
に
白
石
地
域
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
、
将
来
地
域
の
担
い
手
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
互

い
に

「
顔
見
知
り
」
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と

「
何
に
も
し
な
い
合
宿
」
を
昨
年

3
月
か
ら
6
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

次回は湯田地域に
　　　　　リレーします！　　　　市内各地域の情報が掲載された 「地球の歩き方　山口市」 も販売中。

◆
み
ん
な
で
つ
く
る

　
住
み
よ
く
楽
し
い
ま
ち
◆

個
性
豊
か
な
市
内

個
性
豊
か
な
市
内
2121
の
地
域
。

の
地
域
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
５
3

問問

白
石
地
域

▲ 「しらっピープロジェクト」
　 の皆さん

vol.2

▲ 「何にもしない合宿」 に
　 参加した子どもたち
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イベントカレンダー1
月

1/18（日）
企画展 「あかりのうつりかわり
火から電気へ」 ギャラリートーク

所所 歴史民俗資料館問問

☎ 083-924-7001

1/4（日）～ 3/1（日）
2026 年を
漢字一字で表す書道展

所所 問問

☎ 083-934-3312
山口市菜香亭

1/24（土）

れきみんファミリーデー

子ども向けギャラリートー
クや昔のくらしを体験でき
ます。1 月のテーマは「お
正月遊び」です。

1/17（土）
パペットシアターゆめみトランク
「URASHIMA」

日本人なら誰でも知ってい
る「浦島太郎」。人形と身体
表現が交錯する新しい人形
劇作品です。

所所

山口市文化振興財団
チケットインフォメーション

問問

☎ 083-920-6111

山口市民会館小ホール

所所 歴史民俗資料館問問

☎ 083-924-7001

第 28 回 ニューイヤーバンド
フェスティバル

所所 山口市民会館問問

☎ 083-924-7001

2026 年を漢字一字で表現
した書を、市内の小学 5・6
年生から募集しました。新
年の目標、決意など、それ
ぞれの思いが込められてい
ます。

小学生から一般までの団体
が、それぞれ個性溢れる演
奏を披露します。新年に相
応しいステージです。

1/29（木）～ 2/2（月）
水谷寛写真展
山口のラジオの声 ・ 水谷アナウ
ンサーの見ていたもの

所所 問問

☎ 083-934-3312
山口市菜香亭

水谷寛アナウンサーの残した
写真の中から、縁の方々に選
んでいただいた写真展です。

1/25（日）
4321 （よんさんにーいち）

所所 湯田温泉こんこんパーク

第４日曜日の朝に、市内 21
地域の特産品が集まる市を
開催します。

問問 湯田温泉にぎわい創出共同
企 業 体　 konkon_4321@
ohba-cr.co.jp

問

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

表
紙
の
写
真

「
受
け
継
が
れ
る
笑
い
の
芸
術
」

　

表
紙
の
写
真
は
、
山
口
鷺
流
狂
言

が
披
露
さ
れ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

狂
言
は
、
室
町
時
代
の
猿
楽
か
ら

発
展
し
た
伝
統
芸
能
で
、
庶
民
の
日

常
生
活
を
笑
い
を
通
し
て
描
き
な
が

ら
、
人
間
の
普
遍
的
な
お
か
し
さ
を

映
し
出
す
喜
劇
で
す
。

　
中
で
も
、
鷺
流
狂
言
は
、
か
つ
て
大

蔵
流
・
和
泉
流
と
と
も
に
三
流
儀
を
形

成
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に
家

元
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
奇
跡
的
に
山
口
の
地
で

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
昭
和
42
年
に

は
、
山
口
県
指
定
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
鷺

流
狂
言
が
山
口
に
伝
承
さ
れ
て
か
ら

１
４
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

山
口
鷺
流
狂
言
保
存
会
で
は
、
定

期
公
演
や
、
子
ど
も
向
け
の
狂
言
教

室
等
を
通
し
て
、
伝
統
を
未
来
へ
と

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
山
口
鷺
流
狂
言
の
魅

力
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

▲山口鷺流狂言保存会
では、男女問わず幅広
い年代の方が演じられ
ています
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右の二次元コー
ドから「友だち
追加」できます。

山口市ＬＩＮＥ公式アカウントで人 の う ご き （推計人口）人 の う ご き （推計人口） デジタル推進課 ☎ 083-934-2748問問
⚠令和 2 年国勢調査確報値を基に算出
した人口を掲載しています。

上段は令和 7 年 12 月 1 日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和 7 年 11 月中の増減

187,796 人
（2,606 人）

ー 114 人

89,139 世帯

  ー 37 世帯

89,729 人
（1,261 人）

ー 40 人

98,067 人
（1,345 人）

ー 74 人

全体 男 女 世帯

受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

吉南医師会 

・ 休 日 当 番 医 は 変 更 す
る場合があります。事
前に各医療機関にご確
認ください。
・ 徳 地 地 域 に つ い て は
「 ふ る さ と と く ぢ 」 を
ご覧ください。

2 月の休日当番医の休日当番医

※※ ［津和野共存病院］ 8 時 30 分～ 17 時 15 分 （16 時 30 分までに来院可能な方のみ）

昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。
内科系 外科系 内科系 ・ 外科系 小児科 内科系 外科系

1

日

こうとく内科
（下市町）

083-924-3780

淵上整形外科
（大内御堀五）
083-922-6644

［内科］
原医院

（阿東地福上）
083-952-0308

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

田辺内科
（小郡新町）

083-973-3778

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

かむら
クリニック
（小郡下郷）

083-972-2513

8

日

奥田胃腸科内科
（道場門前一）
083-925-2188

林外科医院
（道場門前二）
083-922-0139

［内科・外科］
藤原医院

（阿東生雲中）
083-954-0331

山口いるか
小児科アレルギー科

（泉都町）
083-902-3377

大正通り
クリニック
（小郡明治）

083-902-2037

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

相川医院
（鋳銭司）

083-986-2177

11

日

さいとう
クリニック

（黒川）
083-902-2114

中村整形外科
（維新公園一）
083-933-6111

［内科］
津和野共存病院 ※※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

近藤こども
クリニック

（幸町）
083-922-0510

よしかね
循環器内科
（小郡下郷）

083-973-8181

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

15

日

あんの循環器・
総合クリニック

（吉敷中東一）
083-924-1151

おおうち
クリニック

（大内千坊五）
083-933-1770

［内科］
三浦医院

（阿東徳佐中）
083-956-0500

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

いちょうの木
クリニック

（小郡船倉町）
083-976-8331

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

22

日

みほり
クリニック

（大内御堀一）
083-924-8031

ノムラ泌尿器科
整形外科
（青葉台）

083-933-0011

［内科］
津和野共存病院 ※※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

山岸内科
（小郡新町）

083-972-2788

よしまつ医院
（秋穂二島）

083-987-1777

みすみ
クリニック
（小郡明治）

083-972-1003

23

日

やの内科
（元町）

083-925-1919

おか
整形外科病院

（中河原町）
083-925-1100

［内科］
津和野共存病院 ※※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

あゆかわこども
クリニック

（平井）
083-924-1234

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

山口嘉川
クリニック

（嘉川）
083-988-0788

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 

 
       〜 17 時 30 分

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

山口市医師会 

阿東地域
●時間／ 8 時 30 分 

 
        　　　　〜 17 時 30 分

　　　　　　

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会 

 日　月　火　水　木　金　土
 1　2　3　4　5　6　7
 8　9　10　11　12　13　14
15　16　17　18　19　20　21
 22　23　24　25　26　27　28
　

　　休日 ・ 夜間急病診療所

■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
※受診される前に、必ず電話をして

ください。

【歯科】

■診療期日　日曜、祝日、8/14 ～ 16、
12/29 ～ 1/3

■診療時間　9 時 ～ 13 時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター

■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。

※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】

■対象　　　子ども（15 歳未満）
■電話　　　♯ 8000 または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日 19 時～翌日 8 時
【救急医療電話相談】

■対象　　　おとな（15 歳以上）
■電話　　　♯ 7119 または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日 24 時間
※相談は、いずれも看護師と医師が

対応します。

休日当番医テレホンサービス ･･･ 録音でご案内しています。
電話番号を登録して外出時などにご利用ください。☎ 083-923-5000

☎ やまぐちのお医者さん navi･･･

休日当番医や、市内の医療機関を
検索できます。

吉南医師会 


